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一　

緒
言

　

三
代
竹
本
津
太
夫
（
一
八
六
九
―
一
九
四
一
）
の
浄
瑠
璃
、
六
代
鶴
沢
友
次
郎
（
一

八
七
四
―
一
九
五
一
）
の
三
味
線
。
こ
の
二
人
が
吹
き
込
ん
だ
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』、

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
三
枚
組（

（
（

。
録
音
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
行
文
楽
で
の
上
演
外
題
で
い
え

ば『
心
中
天
網
島
』北
新
地
河
庄
の
段
。
三
代
津
太
夫
が
音
盤
に
刻
ん
だ
浄
瑠
璃
詞
章
は
、

現
行
文
楽
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

改
め
て
断
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
音
盤
自
体
は
、
国
立
文
楽
劇
場
に
も
複
数
枚
が
所

蔵
さ
れ
て
お
り（

（
（

、頗
る
稀
覯
品
と
い
う
類
の
も
の
で
も
な
い
。令
和
元
年（
二
〇
一
九
）秋
、

国
立
文
楽
劇
場
で
の
特
別
企
画
展
示『
紋
下
の
家
―
竹
本
津
太
夫
家
に
伝
わ
る
名
品
―
』、

会
場
で
は
三
代
津
太
夫
の
事
跡
を
展
示
映
像（
国
立
文
楽
劇
場
作
成
）で
紹
介
し
て
い
た
。

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
は
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
た
音
声
資
料
の
一
部
で
あ
っ
た
と

記
憶
す
る
。
代
表
的
な
録
音
の
一
つ
と
評
価
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
音
盤

の
一
枚
目
は
現
行
文
楽
と
殆
ん
ど
変
ら
な
い
（
後
述
）。
両
者
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
の
も
、
故
な
き
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

文
楽
現
行
曲
『
心
中
天
網
島
』
の
成
り
立
ち

　

浄
瑠
璃
詞
章
の
異
同
に
つ
い
て
報
告
す
る
前
に
、
近
世
演
劇
研
究
者
に
と
っ
て
は
半

ば
周
知
に
属
す
る
事
項
な
が
ら
、「
天
網
島
」
の
上
演
の
変
遷
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に

す
る
。

　

近
松
門
左
衛
門
『
心
中
天
の
網
島
』、
初
演
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
十
二
月
大
坂

竹
本
座
。
上
之
巻
「
北
新
地
河
庄
の
段
」、
中
之
巻
「
天
満
紙
屋
内
の
段
」、
下
之
巻
「
大

和
屋
の
段
」「
道
行
名
残
り
の
橋
づ
く
し
」。
ほ
ぼ
原
作
通
り
に
全
段
を
上
演
で
き
る
数

少
な
い
世
話
物
浄
瑠
璃
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
現
行
曲
『
心

中
天
網
島
』、
そ
の
起
点
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
上
之
巻
が
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

四
月
大
坂
北
の
新
地
西
芝
居
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』、
中
之
巻
お
よ
び
下
之
巻
が
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
三
月
大
阪
御
霊
文
楽
座
『
心
中
天
の
網
島
』
と
な
る
。
上
之
巻
は
初

演
か
ら
約
六
〇
年
、
中
之
巻
と
下
之
巻
は
約
二
〇
〇
年
を
経
た
興
行
で
あ
る
。

　

近
松
『
心
中
天
の
網
島
』
は
、
他
の
世
話
物
の
多
く
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
初

演
後
は
、全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、興
行
演
目
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

安
永
七
年
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
は
近
松
半
二
に
よ
る
『
心
中
天
の
網
島
』
の
改
作

で
あ
る
。
原
作
の
下
之
巻
を
大
幅
に
簡
略
化
し
た
上
下
二
段
の
作
品
に
仕
立
て
直
さ
れ

て
い
る
。『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
所
収
「
外
題
別
上
演
一
覧
」
で
、「
心
中
天
網
島
」

項
の
上
演
記
事
が
増
え
る
の
は
本
作
以
降
と
な
る
。

　

上
之
巻
「
浮
瀬
の
段
」「
茶
屋
の
段
」。「
浮
瀬
の
段
」
は
原
作
に
は
な
い
増
補
、「
茶

屋
の
段
」、
現
行
文
楽
の
「
北
の
新
地
河
庄
の
段
」
と
な
る
。
改
作
と
は
い
っ
て
も
、「
茶

屋
の
段
」
前
半
は
、
詞
章
の
七
割
程
が
原
作
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
一
方
、
現
行
で
は

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
―
三
代
竹
本
津
太
夫
と
六
代
鶴
沢
友
次
郎
に
よ
る
演
奏
記
録
―

飯　
　

島　
　
　
　
　

満
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切
場
に
相
当
す
る
後
半
に
は
、
大
き
な
加
筆
が
複
数
個
所
あ
る
も
の
の
、
書
換
え
や
省

略
の
多
く
は
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
（
後
述
）。
原
作
の
筋
立
て
や
構
想
に
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
な
改
作
（
省
略
・
書
換
え
・
加
筆
）
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
行
文

楽
「
北
新
地
河
庄
の
段
」
の
詞
章
は
、
近
松
の
も
の
と
み
な
し
て
差
し
支
え
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
節
付
け
は
改
作
時
の
も
の
で
あ
る
。
一
部

で
は
あ
っ
て
も
文
章
に
手
が
入
っ
て
い
る
事
実
を
重
く
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
行
の
上

之
巻
は
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
の
「
茶
屋
の
段
」
と
す
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い（

（
（

。

　

下
之
巻
「
長
町
の
段
」「
紙
屋
の
段
」。「
長
町
の
段
」
は
増
補
、「
紙
屋
の
段
」
末
尾

に
は
結
末
を
つ
け
る
だ
け
の
「
跡
」（
七
行
本
の
浄
瑠
璃
正
本
で
半
丁
程
）
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
下
之
巻
は
文
楽
現
行
曲
で
は
な
い
。

　

原
作
の
中
之
巻
は
、『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』
の
外
題
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
作
品
に

改
作
さ
れ
（『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
と
は
系
統
を
異
に
す
る
）、
近
世
か
ら
近
代
へ
と
伝

承
さ
れ
た
。
原
作
の
「
紙
屋
内
」
が
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
五
月
大
坂
北
堀
江
市

之
側
芝
居
の
菅
専
助
『
置
土
産
今
織
上
布
』
で
の
脚
色
を
経
て
、『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』

へ
と
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
神
津
武
男
「『
時
雨
の
炬
燵
』
成
立
考
―
三
代
竹
本
綱
太

夫
の
添
削
活
動
に
つ
い
て
―
」に
詳
し
い
。
成
立
し
た
時
期
は
、遅
く
と
も
文
化
年
間（
一

八
〇
四
―
一
八
）
の
初
め
頃
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。

　

『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』
も
、『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
の
「
紙
屋
内
」
と
は
別
の
意
味
で
、

原
作
と
の
懸
隔
が
甚
だ
し
い
。
登
場
人
物
が
共
通
す
る
別
の
作
品
と
考
え
た
方
が
よ
い

く
ら
い
で
あ
る
。
本
作
も
、
こ
の
段
で
戯
曲
と
し
て
は
完
結
し
て
い
る
。
心
中
へ
と
向

か
う
道
行
は
と
も
か
く
、「
大
和
屋
」
が
続
く
と
、
状
況
設
定
に
齟
齬
が
生
ず
る
。
下
之

巻
と
併
せ
て
上
演
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

大
正
六
年
三
月
御
霊
文
楽
座
『
心
中
天
の
網
島
』
は
、
番
付
の
角
書
で
「
近
松
門
左

ヱ
門
翁
が
／
原
作
を
そ
の
儘
に
」
と
謳
っ
た
上
演
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
を
迎

え
た
時
点
に
お
い
て
、
上
之
巻
は
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
が
、
中
之
巻
は
専
ら
『
天
網

島
時
雨
炬
燵
』が
行
わ
れ
、下
之
巻「
大
和
屋
」は
全
く
上
演
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。「
原

作
を
そ
の
儘
に
」
台
本
を
復
し
て
の
上
演
は
、改
変
が
著
し
か
っ
た
当
時
の
「
紙
屋
内
」、

お
よ
び
上
演
が
途
絶
え
て
い
た
「
大
和
屋
」
に
つ
い
て
は
、
現
今
の
原
作
を
尊
重
す
る

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
極
め
て
有
意
義
な
試
み
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

床
の
配
役
は
、『
義
太
夫
年
表　

大
正
篇
』（
以
下
「
大
正
篇
」
と
略
記
）
に
拠
れ
ば
、「
北

新
地
河
庄
の
だ
ん
」（
中　

竹
本
源
太
夫
・
野
沢
勝
市
、
切　

竹
本
津
太
夫
・
鶴
沢
友
次

郎
）、「
紙
治
内
よ
り
大
和
屋
の
だ
ん
」（
中　

豊
竹
古
靱
太
夫
・
鶴
沢
清
六
、
切　

竹
本

越
路
太
夫
・
野
沢
吉
兵
衛
）、「
道
行
名
残
り
の
橋
づ
く
し
の
だ
ん
」（
竹
本
南
部
太
夫
ほ

か
・
鶴
沢
寛
治
郎
ほ
か
）
で
あ
っ
た
。

　

原
作
通
り
の
詞
章
に
よ
る
上
演
は
、
そ
の
後
も
幾
度
か
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、

定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
外
題
は
「
天
網
島
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
紙
屋
内
」
の
内

実
は
改
作
『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』
と
い
う
上
演
が
再
び
主
流
と
な
る
。
近
世
後
期
か
ら

近
現
代
へ
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』
は
、
と
に
か
く
人
気
曲
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
近
松
の
原
作
で
の
「
紙
屋
内
」、
つ
ま
り
筋
立
て
も
節
付
け
も
聞
き
馴
染
ん

だ
浄
瑠
璃
と
は
別
物
の
「
紙
屋
内
」
に
、
違
和
感
を
持
つ
観
客
は
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

ま
た
『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』
が
上
演
さ
れ
れ
ば
、
原
作
の
下
之
巻
は
無
く
て
も
よ
い
。

実
際
に
「
大
和
屋
」
も
次
第
に
上
演
さ
れ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』
が

好
ま
れ
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

原
作
通
り
の
中
之
巻
と
下
之
巻
の
上
演
、
そ
れ
が
近
年
の
文
楽
で
は
常
態
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
が
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
大
阪
四
ツ
橋

文
楽
座
『
天
網
島
』。
床
は
四
代
竹
本
織
太
夫
（
後
の
八
代
竹
本
綱
太
夫　

一
九
〇
四
―

六
九
）
の
浄
瑠
璃
と
七
代
竹
沢
団
六
（
後
の
十
代
竹
沢
弥
七　

一
九
一
〇
―
七
六
）
の

三
味
線
で
あ
っ
た
。

　

八
代
竹
本
綱
太
夫
は
著
書
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』
で
、
大
正
六
年
三
月
の
復
活
上
演

を
回
顧
し
、
師
匠
豊
竹
山
城
少
掾
（
当
時
は
二
代
豊
竹
古
靱
太
夫　

一
八
七
八
―
一
九

六
七
）
と
三
代
竹
本
越
路
太
夫
（
一
八
六
五
―
一
九
二
四
）
の
「
紙
治
内
よ
り
大
和
屋
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の
だ
ん（

（
（

」
か
ら
受
け
た
感
銘
を
綴
っ
た
後
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

私
も
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
一
度
は
こ
の
原
作
の
『
天
網
島
』
を
語
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
二
十
二
年
二
月
に
は
じ
め
て「
紙

屋
内
よ
り
大
和
屋
」
の
役
が
ま
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
野
沢
松
之
輔
君
が

吉
兵
衛
師
匠
の
お
弟
子
で
あ
り
、
こ
れ
を
覚
え
て
く
れ
て
お
り
ま
し
た
の
を
幸
い

に
、
新
た
に
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
、
私
が
子
供
時
代
に
聞
き
覚
え
て
い
た
も
の
と

合
わ
せ
て
工
夫
し
て
、
ど
う
や
ら
纏
め
ま
し
た
。

　

右
引
用
中
の
「
吉
兵
衛
師
匠
」
と
は
、
三
代
越
路
太
夫
の
相
三
味
線
、
六
代
野
沢
吉

兵
衛
（
一
八
六
八
―
一
九
二
四
）。
野
沢
松
之
輔
（
一
九
〇
二
―
七
五
）
は
八
代
綱
太
夫

の
二
歳
年
上
。
大
正
六
年
当
時
は
前
名
の
野
沢
吉
左
、
数
え
て
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
の
八
代
綱
太
夫
の
「
子
供
時
代
に
聞
き
覚
え
て
い
た
も
の
と
合
わ
せ
て
工
夫

し
て
、
ど
う
や
ら
纏
め
ま
し
た
」
と
の
発
言
は
、
当
時
の
実
状
、
す
な
わ
ち
大
正
期
に

復
活
し
た
原
作
の
詞
章
に
よ
る
「
紙
屋
内
」
と
「
大
和
屋
」
は
誰
も
演
奏
し
な
く
な
っ

て
い
た
こ
と
を
、
そ
し
て
曲
の
伝
承
も
途
絶
え
か
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

八
代
綱
太
夫
は
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』
で
、
曲
節
の
成
り
立
ち
に
も
言
及
し
て
い
る
。

「
紙
屋
内
」
に
つ
い
て
は
「
六
世
広
助
師
匠
が
新
た
に
作
曲
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」、

「
大
和
屋
」
に
つ
い
て
は
「
作
曲
者
は
三
世
吉
兵
衛
師
匠
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
」

と
す
る
。「
紙
屋
内
」
は
六
代
豊
沢
広
助
（
名
庭
絃
阿
弥　

一
八
四
二
―
一
九
二
四
）
に

よ
る
大
正
六
年
復
活
時
の
節
付
け
で
あ
り
、「
大
和
屋
」
も
享
保
五
年
初
演
時
の
曲
が
伝

わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
三
代
野
沢
吉
兵
衛
（
一
八
二
一
―
六
二
）「
で
は
な
い
か
」

と
の
八
代
綱
太
夫
の
「
想
像
」
が
正
し
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
近
世
後
期
に
改
曲
も
し
く

は
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

文
楽
で
現
行
の
「
紙
屋
内
」
と
「
大
和
屋
」
は
、
大
正
六
年
に
「
原
作
を
そ
の
儘
に
」

復
活
さ
れ
、
そ
れ
を
八
代
綱
太
夫
と
十
代
弥
七
が
戦
後
に
な
っ
て
再
興
し
た
も
の
が
土

台
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
現
行
曲
『
心
中
天
網
島
』、
上
之
巻
「
北
新
地
河
庄
」
の
浄
瑠
璃

詞
章
は
、
部
分
的
に
改
作
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
近
松
門
左
衛
門
『
心
中
天
の

網
島
』で
、節
付
け
は『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』初
演
時
か
ら
大
き
な
改
曲
を
経
て
こ
な
か
っ

た
と
す
れ
ば
近
世
中
期
の
も
の
、
中
之
巻
「
紙
屋
内
」
と
下
之
巻
「
大
和
屋
」
の
浄
瑠

璃
詞
章
は
近
松
の
原
作
そ
の
ま
ま
、
節
付
け
は
前
者
が
大
正
期
、
後
者
が
近
世
後
期
に

な
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三　

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
と
現
行
「
河
庄
」
―
詞
章
の
異
同
―

　

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
Ｓ
Ｐ
三
枚
組
（
全
六
面
）
は
、「
北
新
地
河
庄
の
段
」
後
半

の
冒
頭「
天
満
に
年
ふ
る
」か
ら「
立
ち
聞
く
治
兵
衛
が
気
も
狂
乱
」ま
で
の
約
一
八
分（
全

体
の
四
分
の
一
程
）
を
収
録
す
る
。
本
稿
で
は
以
降
「
河
庄
」
の
表
記
を
、
こ
の
切
場

に
相
当
す
る
「
北
新
地
河
庄
の
段
」
後
半
部
分
の
義
で
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　

録
音
年
月
日
は
未
詳
な
が
ら
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
後
半
か
ら
翌
十
二
年
に

か
け
て
発
売
さ
れ
た
新
譜
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
製
品
番
号
が

隣
接
す
る
音
盤
、
そ
の
発
売
年
月（

（
（

か
ら
の
推
定
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
参
照
す
る
音
盤
と
そ
の
発
売
年
月
。
神
戸
中
検
芸
妓
連
の
義
太
夫
『
勧
進
帳
』

五
枚
組
、
そ
の
五
枚
目
の
製
品
番
号
《
表5207

・
裏520

（
（
（8

》、
発
売
が
大
正
十
一
年
七
月
。

宝
塚
歌
劇
『
牧
神
の
戯
れ
』
一
枚
《
表5796

・
裏579

（
（
（7

》
が
同
年
十
月
。
浪
曲
『
山
鹿

護
送
』
一
枚
《
表5878

・
裏587

（
（
（9

》
が
大
正
十
二
年
（
月
不
詳
）。

　

大
正
十
一
年
八
月
刊
『
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
音
譜
文
句
全
集（

（
（

』、
神
戸
中
検
芸
妓
連
の
『
勧

進
帳
』
を
、
そ
の
末
尾
に
「
追
加
」
と
し
て
載
録
す
る
。「
追
加
」
と
な
っ
た
の
は
、
発

売
が
「
文
句
全
集
」
の
刊
行
直
前
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
刊
行
後
の
発
売
と
な
る
『
牧

神
の
戯
れ
』
と
『
山
鹿
護
送
』
は
未
収
載
で
あ
る
。

　

『
紙
治
』
の
一
枚
目
《
表5808

・
裏5809

》、
製
品
番
号
は
『
牧
神
の
戯
れ
』
と
『
山
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鹿
護
送
』
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
文
句
全
集
」
に
は
未
収
載
。
発
売
が
大
正
十
一

年
八
月
刊
「
文
句
全
集
」
以
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
大
正
十
二
年
四
月

の
新
譜
か
ら
、
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
Ｓ
Ｐ
の
製
品
番
号
は
一
五
〇
〇
〇
番
台
に
改
ま
る
ら
し

い（
（（
（

。
五
〇
〇
〇
番
台
の
『
紙
治
』
は
、
発
売
が
大
正
十
二
年
四
月
以
前
（
大
正
十
一
年

度
）
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
正
十
一
年
後
半
か
ら
翌
十
二
年
に
か
け
て
の
新
譜
か
、

と
推
定
し
た
所
以
で
あ
る
。
発
売
が
番
号
順
だ
っ
た
保
証
は
な
い
の
で
、
根
拠
と
し
て

は
万
全
で
は
な
い
な
が
ら
も
、
発
売
年
が
大
き
く
動
く
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

三
代
津
太
夫
と
六
代
友
次
郎
の
『
紙
治
』
に
収
録
さ
れ
た
浄
瑠
璃
本
文
を
各
面
ご
と

に
掲
出
す
る
。
東
京
文
化
財
研
究
所
に
は
販
売
時
に
付
属
し
て
い
た
歌
詞
カ
ー
ド
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
引
用
は
録
音
か
ら
筆
者
が
書
き
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
第
一
面
】
天
満
に
年
経
る
千
早
振
る
、
神
に
は
あ
ら
ぬ
紙
様
と
、
世
の
鰐
口
に

乗
る
ば
か
り
。
小
春
に
深
く
大
幣
の
、
腐
り
合
う
た
る
御
注
連
縄
。
今
は
結
ぶ
の

神
無
月
、
せ
か
れ
て
逢
は
れ
ぬ
身
と
な
り
果
て
、
あ
は
れ
逢
瀬
の
首
尾
あ
ら
ば
、

そ
れ
を
二
人
が
最
期
日
と
、
名
残
り
の
文
の
言
ひ
交
し
、

【
第
二
面
】
毎
夜
々
々
の
死
覚
悟
。
魂
抜
け
て
、
と
ぼ
と
ぼ
う
か
う
か
、
身
を
こ

が
す
。
煮
売
屋
で
小
春
が
沙
汰
、
侍
客
で
河
庄
方
と
、
耳
に
入
る
よ
り
、
サ
ア
今

宵
と
、
の
ぞ
く
格
子
の
奥
の
間
に
客
は
頭
巾
を
頤
の
、
動
く
ば
か
り
に
声
聞
こ
え

ず
。
ア
ヽ
可
愛
や
小
春
が
灯
火
に
背
け
た
顔
の
、
あ
の
痩
せ
た
こ
と
は
い
。
心
の

中
は
皆
お
れ
が
事
。
こ
こ
に
ゐ
る
と
吹
き
込
ん
で
、
連
れ
て
飛
ぶ
な
ら
梅
田
か
北

野
。
知
ら
せ
た
い
、
呼
び
た
い
と
、
心
で
招
く
気
は
先
へ
、
身
は
空
蝉
の
脱
殻
の
、

格
子
に
抱
き
付
き
焦
り
泣
き
。

【
第
三
面
】
奥
の
客
が
大
あ
く
び
。
思
ひ
の
あ
る
女
郎
衆
の
お
伽
で
気
が
滅
入
る
。

ア
ヽ
門
も
静
か
な
、
端
の
間
へ
出
て
、
行
灯
で
も
見
て
気
を
晴
ら
さ
う
。
ア
ヽ
サ
ヽ

ご
ざ
れ
と
連
れ
立
ち
出
づ
れ
ば
、
南
無
三
宝
と
格
子
の
小
蔭
に
肩
身
を
す
ぼ
め
、

隠
れ
て
聞
く
と
も
、
内
に
は
知
ら
ず
。
イ
ヤ
ナ
ウ
小
春
殿
、
宵
か
ら
の
そ
ぶ
り
、

言
葉
の
端
に
気
を
付
く
れ
ば
、
花
車
が
話
の
ア
ヽ
紙
治
と
や
ら
と
、
心
中
す
る
心

と
見
た
。
イ
ヤ
サ
違
ふ
ま
い
。
死
神
つ
い
た
耳
へ
は
、
意
見
も
道
理
も
入
る
ま
じ

と
は
思
へ
ど
も
、
さ
り
と
は
愚
痴
の
至
り
。
先
の
男
の
無
分
別
は
恨
ま
ず
、
一
家

一
門
そ
な
た
を
恨
み
憎
し
み
、
万
人
に
死
顔
さ
ら
す
身
の
恥
。
親
は
無
い
か
も
知

ら
ね
ど
も
、
も
し
あ
ら
ば
不
孝
の
罰
。
仏
は
愚
か
地
獄
へ
も
、
暖
か
に
二
人
連
れ

で
は
落
ち
ら
れ
ぬ
、
落
ち
ら
れ
ぬ
。
労
は
し
と
も
笑
止
と
も
、
一
見
な
が
ら
武
士

の
役
、
見
殺
し
に
は
な
り
難
し
。
定
め
て
金
づ
く
、
五
両
十
両
は
役
に
立
て
て
も

助
け
た
し
。
神
八
幡
侍
冥
利
、
他
言
せ
ま
じ
。
サ
ヽ
心
底
残
さ
ず
打う

つ
ち
や明
き
や
れ
と

囁
け
ば
、
手
を
合
せ
、
ア
ヽ
忝
い
、
有
り
難
い
。
馴
染
み
誼
み
も
な
い
私
、

【
第
四
面
】
御
誓
言
で
の
情
け
の
お
言
葉
、
涙
が
こ
ぼ
れ
て
忝
い
。
ほ
ん
に
色
外

に
顕
る
る
で
ご
ざ
ん
す
る
。
い
か
に
も
、
い
か
に
も
紙
治
様
と
死
ぬ
る
約
束
。
親

方
に
せ
か
れ
て
、
逢
瀬
も
絶
え
、
差
合
ひ
あ
つ
て
今
急
に
請
け
出
す
こ
と
も
叶
は

ず
。
南
の
元
の
親
方
と
、こ
こ
と
に
ま
だ
五
年
あ
る
年
の
中
、人
手
に
取
ら
れ
て
は
、

私
は
元
よ
り
、
主
は
な
ほ
一
分
立
た
ず
。

【
第
五
面
】
い
つ
そ
死
ん
で
く
れ
ぬ
か
、
ア
ヽ
死
に
ま
し
よ
と
引
く
に
引
か
れ
ぬ

義
理
詰
め
に
、
ふ
つ
と
言
ひ
交
し
、
首
尾
を
見
合
せ
、
合
図
を
定
め
、
抜
け
て
出

よ
う
、
抜
け
て
出
よ
と
、
い
つ
何
時
を
最
期
と
も
、
そ
の
日
送
り
の
は
か
な
い
命
。

私
一
人
を
頼
み
の
母
様
、
南
辺
に
賃
仕
事
し
て
裏
住
い
。
死
ん
だ
後
で
は
、
袖
乞

ひ
非
人
の
飢
死
も
な
さ
れ
う
か
と
、
こ
れ
の
み
悲
し
さ
。
私
と
て
も
命
は
一
つ
、

水
臭
い
女
子
と
思
召
し
も
恥
し
な
が
ら
、

【
第
六
面
】
そ
の
恥
を
捨
て
て
も
死
に
と
む
な
い
が
第
一
。
死
な
ず
に
事
の
済
む

や
う
に
、
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
頼
み
や
す
と
、
語
れ
ば
頷
き
、
思
案
顔
。
外
に
は
ハ
ツ

と
聞
い
て
驚
き
、
思
ひ
が
け
な
き
男
心
、
木
か
ら
落
ち
た
る
ご
と
く
に
て
、
気
も

せ
き
狂
ひ
、エ
ヽ
さ
て
は
み
な
嘘
か
、腹
の
立
つ
。
二
年
と
い
ふ
も
の
化
か
さ
れ
た
。

根
性
腐
り
の
狐
め
。踏
ん
込
ん
で
一
討
ち
か
面
恥
か
か
せ
て
腹
癒
よ
か
と
、歯
切
り
、

き
り
き
り
口
惜
し
涙
。
内
に
は
小
春
が
託
ち
泣
き
、
卑
怯
な
頼
み
事
な
が
ら
、
お
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侍
様
の
お
情
に
、
今
年
中
、
来
春
二
三
月
の
頃
ま
で
も
、
私
に
逢
ふ
て
下
さ
ん
し

て
、か
の
男
の
死
に
に
来
る
度
ご
と
に
、邪
魔
に
な
つ
て
期
を
延
ば
し
期
を
延
ば
し
、

お
の
づ
か
ら
手
を
切
れ
ば
、
先
も
殺
さ
ず
、
私
も
命
助
か
る
。
何
の
因
果
に
死
ぬ

る
契
約
し
た
こ
と
ぞ
。思
へ
ば
悔
し
う
ご
ざ
ん
す
と
、膝
に
も
た
れ
泣
く
有
様
。ム
ヽ

聞
き
届
け
た
、
思
案
あ
り
。
風
も
来
る
、
人
や
見
る
と
格
子
の
障
子
ば
た
ば
た
と
、

立
ち
聞
く
治
兵
衛
が
気
も
狂
乱
。

　

本
稿
で
三
代
津
太
夫
と
の
比
較
を
主
た
る
目
的
に
詞
章
を
引
用
す
る
現
行
の
「
河
庄
」

は
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
国
立
小
劇
場
所
演
の
文
楽
『
心
中
天
網
島
』（
東
京
文
化
財

研
究
所
蔵
の
放
送
録
音
）。
四
代
竹
本
越
路
太
夫
（
一
九
一
三
―
二
〇
〇
二
）
の
浄
瑠
璃

と
二
代
野
沢
喜
左
衛
門
（
一
八
九
一
―
一
九
七
六
）
の
三
味
線
で
あ
る
。

　

詞
章
を
『
紙
治
』
の
盤
面
の
区
切
り
に
合
わ
せ
て
掲
出
す
る
。
こ
れ
も
録
音
か
ら
書

き
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

【
１
】
天
満
に
年
ふ
る
千
早
振
る
、
神
に
は
あ
ら
ぬ
紙
様
と
、
世
の
鰐
口
に
乗
る

ば
か
り
。
小
春
に
深
く
大
幣
の
、腐
り
合
う
た
る
御
注
連
縄
。
今
は
結
ぶ
の
神
無
月
、

せ
か
れ
て
逢
は
れ
ぬ
身
と
な
り
果
て
、
あ
は
れ
逢
瀬
の
首
尾
あ
ら
ば
、
そ
れ
を
二

人
が
最
期
日
と
、
名
残
り
の
文
の
言
ひ
交
し
、

【
２
】
毎
夜
々
々
の
死
覚
悟
。
魂
抜
け
て
、
と
ぼ
と
ぼ
う
か
う
か
、
身
を
こ
が
す
。

煮
売
屋
で
小
春
が
沙
汰
、
侍
客
で
河
庄
方
と
、
耳
に
入
る
よ
り
、
サ
ア
今
宵
と
、

の
ぞ
く
格
子
の
奥
の
間
に
客
は
頭
巾
を
頤
の
、
動
く
ば
か
り
に
声
聞
こ
え
ず
。
可

愛
や
小
春
が
灯
火
に
背
け
た
顔
の
、
あ
の
マ
ア
痩
せ
た
こ
と
は
い
の
。
心
の
中
は

皆
お
れ
が
事
。こ
こ
に
ゐ
る
と
吹
き
込
ん
で
、連
れ
て
飛
ぶ
な
ら
梅
田
か
北
野
。エ
ヽ

知
ら
せ
た
い
呼
び
た
い
と
、
心
で
招
く
気
は
先
へ
、
身
は
空
蝉
の
脱
殻
や
、
格
子

に
抱
き
付
き
焦
り
泣
く
。

【
３
】
奥
に
は
客
が
大
あ
く
び
。
イ
ヤ
モ
思
ひ
の
あ
る
女
郎
衆
の
お
伽
で
、
と
ん

と
気
が
滅
入
る
。
門
も
静
か
な
、端
の
間
へ
出
て
、行
灯
で
も
見
て
気
を
晴
ら
さ
う
。

サ
ヽ
ご
ざ
れ
と
連
れ
立
ち
出
づ
れ
ば
、
南
無
三
宝
、
見
付
け
ら
れ
じ
と
身
を
忍
び
、

隠
れ
て
聞
く
と
も
、
内
に
は
知
ら
ず
。
イ
ヤ
ナ
ウ
小
春
殿
、
宵
か
ら
の
そ
ぶ
り
、

言
葉
の
端
に
気
を
付
く
れ
ば
、
花
車
が
話
の
紙
治
と
や
ら
と
、
心
中
す
る
心
と
見

た
。
イ
ヤ
サ
違
ふ
ま
じ
。
死
神
の
つ
い
た
耳
へ
は
、
意
見
も
道
理
も
入
る
ま
じ
と

は
思
へ
ど
も
、
さ
り
と
は
愚
痴
の
至
り
。
先
の
男
の
無
分
別
は
恨
ま
ず
、
一
家
一

門
、
皆
そ
な
た
を
恨
み
憎
し
み
、
万
人
に
死
顔
さ
ら
す
身
の
恥
さ
。
親
は
無
い
か

も
知
ら
ね
ど
も
、
も
し
あ
ら
ば
不
孝
の
罰
。
仏
は
愚
か
地
獄
へ
も
コ
レ
、
暖
か
に

二
人
連
れ
で
は
落
ち
ら
れ
ぬ
、
落
ち
ら
れ
ぬ
。
労
は
し
と
も
笑
止
と
も
、
一
見
な

が
ら
武
士
の
役
、
見
殺
し
に
な
り
難
し
。
コ
レ
定
め
て
金
づ
く
、
五
両
十
両
は
用

に
立
て
て
も
助
け
た
し
。
何
と
死
ぬ
る
気
に
違
ひ
は
あ
る
ま
い
。
神
八
幡
侍
冥
利
、

他
言
せ
ま
じ
。
小
春
、
心
底
残
さ
ず
打う

つ
ち
や明
き
や
れ
。
サ
ヽ
ど
う
ぢ
や
、
ど
う
ぢ
や

と
囁
け
ば
、
手
を
合
せ
、
ア
忝
い
、
有
り
難
い
。
馴
染
み
誼
み
も
な
い
私
、

【
４
】
御
誓
言
で
の
情
け
の
お
言
葉
、
涙
が
こ
ぼ
れ
て
嬉
し
う
ご
ざ
ん
す
。
ほ
ん

に
色
外
に
顕
る
る
と
、
お
前
様
の
推
量
の
通
り
、
紙
治
様
と
死
ぬ
る
約
束
。
親
方

に
せ
か
れ
て
、
逢
瀬
も
絶
え
、
差
合
ひ
あ
つ
て
今
急
に
請
け
出
す
こ
と
叶
は
ず
。

南
の
元
の
親
方
と
、
こ
こ
と
に
ま
だ
五
年
あ
る
年
の
中
、
人
手
に
取
ら
れ
て
は
、

私
は
元
よ
り
、
主
は
な
ほ
一
分
立
た
ず
。

【
５
】
い
つ
そ
死
ん
で
く
れ
ぬ
か
、
ア
ヽ
死
に
ま
し
よ
と
引
く
に
引
か
れ
ぬ
義
理

詰
め
に
、
ふ
つ
と
言
ひ
交
し
、
首
尾
を
見
合
せ
、
合
図
を
定
め
、
抜
け
て
出
よ
う
、

抜
け
て
出
よ
と
、
い
つ
何
時
を
最
期
と
も
、
そ
の
日
送
り
の
あ
へ
な
い
命
。
私
一

人
を
頼
み
の
母
様
、
死
ん
だ
後
で
は
、
袖
乞
ひ
非
人
の
飢
死
も
な
さ
れ
う
か
と
、

こ
れ
の
み
悲
し
さ
。
私
と
て
も
命
は
一
つ
、
水
臭
い
女
子
と
思
し
召
す
の
も
恥
し

な
が
ら
、

【
６
】
そ
の
恥
を
捨
て
て
も
死
に
と
も
な
い
が
第
一
。
死
な
ず
に
事
の
済
む
や
う

に
、
ど
う
ぞ
お
前
を
頼
み
ま
す
と
、
語
れ
ば
頷
き
、
思
案
顔
。
外
に
は
ハ
ツ
と
聞
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い
て
驚
き
、
思
ひ
が
け
な
き
男
気
、
木
か
ら
落
ち
た
る
ご
と
く
に
て
、
気
も
せ
き

狂
ひ
、
エ
ヽ
さ
て
は
み
な
嘘
か
。
二
年
と
い
ふ
も
の
化
か
さ
れ
た
。
根
性
腐
り
し

あ
の
、
ど
ど
、
ど
狐
。
踏
ん
込
ん
で
一
討
ち
か
面
恥
か
か
せ
て
腹
癒
よ
か
と
、
歯

ぎ
り
、
ぎ
り
ぎ
り
口
惜
し
涙
。
内
に
も
小
春
が
託
ち
泣
き
、
コ
レ
申
し
、
卑
怯
な

頼
み
事
な
が
ら
、
お
侍
様
の
お
情
に
、
今
年
中
、
来
春
二
三
月
の
頃
ま
で
も
、
私

に
逢
ふ
て
下
さ
ん
し
て
、か
の
男
の
来
る
度
ご
と
に
、邪
魔
に
な
つ
て
期
を
延
ば
し
、

期
を
延
ば
せ
ば
、
お
の
づ
か
ら
手
も
切
れ
て
、
先
も
殺
さ
ず
、
私
も
命
を
助
か
る

道
理
。
何
の
因
果
に
死
ぬ
る
契
約
し
た
こ
と
ぞ
と
、
思
へ
ば
悔
し
う
ご
ざ
ん
す
と
、

口
と
心
は
裏
表
、
絞
る
袂
は
雨
露
の
、
膝
に
も
た
れ
て
泣
き
ゐ
た
る
。
ム
ヽ
聞
き

届
け
た
、
そ
な
た
の
願
ひ
。
コ
レ
、
風
も
来
る
、
人
や
見
る
と
格
子
の
障
子
ば
た

ば
た
と
、
立
ち
聞
く
治
兵
衛
が
気
も
狂
乱
。　
　

　

音
盤
『
紙
治
』
第
一
面
は
現
行
と
同
文
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
極
め
て
常
識
的
な
事
な
が
ら
、
浄
瑠
璃
を
語
る
太
夫
に
よ
っ
て
、
そ
の

詞
章
に
は
違
い
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
文
楽
公
演
で
観
客
に
配
布
さ
れ
る
床
本
に
は
、

必
ず
末
尾
に
「
演
者
に
よ
り
、
上
演
に
際
し
、
詞
章
に
多
少
の
異
同
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
」
と
の
断
り
書
き
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
当
意
即

妙
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
面
で
は
な
く
て
も
、
有
意
な
も
の
か
ら
無
作
為
な
も
の
ま

で
「
詞
章
に
多
少
の
異
同
が
生
じ
る
場
合
」
が
、
ご
く
普
通
に
「
生
じ
る
」。

　

現
行
と
の
最
初
の
異
同
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
隅
付
き
括
弧
内
の
漢
数
字

は
音
盤
の
通
し
番
号
、【
二
】
は
『
紙
治
』
第
二
面
の
義
で
あ
る
。

【
二
】
津
：
小
春
が
灯
火
に
、
背
け
た
顔
の
、
あ
の
痩
せ
た
こ
と
は
い
。

　
　
　

越
：
小
春
が
灯
火
に
、
背
け
た
顔
の
、
あ
の
マ
ア
痩
せ
た
こ
と
は
い
の
。

　　

異
同
は
「
こ
と
は
い
」
と
「
こ
と
は
い
の
」、
終
助
詞
「
の
」
の
有
無
で
あ
る
。
実
際

の
と
こ
ろ
、
こ
の
程
度
の
違
い
は
、「
演
者
に
よ
り
、
上
演
に
際
し
、
詞
章
に
多
少
の
異

同
が
生
じ
る
場
合
」
に
集
約
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た

微
細
な
異
同
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
近
松
『
心
中
天
の
網
島
』
と
半
二
『
心
中
紙
屋
治

兵
衛
』
の
異
同
に
等
し
い
と
な
る
と
、
演
者
に
よ
る
詞
章
の
違
い
と
は
断
ぜ
ら
れ
な
く

な
る
。
原
作
『
心
中
天
の
網
島
』
と
改
作
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
の
異
同
を
、
三
代
津

太
夫
の
詞
章
と
併
記
し
て
列
挙
す
る
。
四
代
越
路
太
夫
は
、
実
質
的
に
半
二
と
同
文
で

あ
る
。
比
較
対
象
と
な
る
詞
章
は
全
文
を
掲
出
済
み
な
の
で
、
こ
こ
で
は
必
要
に
応
じ

て
例
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

近
松
と
半
二
の
浄
瑠
璃
本
文
は
、
義
太
夫
節
正
本
（
七
行
本
）
か
ら
翻
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。
文
字
譜
の
類
は
省
略
し
た
。
太
字
は
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
で
の
加
筆
（
挿

入
句
）
で
あ
る
。『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
語
句
（
省
略
を
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
近
松
『
心
中
天
の
網
島
』
の
本
文
側
に
傍
線
を
付
し
た
。

　
【
二
】
津
：
小
春
が
灯
火
に
、
背
け
た
顔
の
、
あ
の
痩
せ
た
こ
と
は
い
。

　
　

近
松
：
小
は
る
が
と
も
し
に
。
そ
む
け
た
顔
の
あ
の
や
せ
た
こ
と
は
い
。

　
　

半
二
：
小
春
が
灯と

も
し
び火
に
。
背そ
む

け
た
顔
の
。
ア
ノ
痩や
せ

た
事
は
い
の
。

【
二
】
津
：
連
れ
て
飛
ぶ
な
ら
、
梅
田
か
北
野
。
知
ら
せ
た
い
、
呼
び
た
い
と
、

　
　

近
松
：
つ
れ
て
と
ぶ
な
ら
梅
田
か
北
野
か
。
エ
ヽ
し
ら
せ
た
い
呼
た
い
と
。

　
　

半
二
：
連
レ
て
飛
な
ら
。
梅
田
か
北
野
。
ヱ
ヽ
知
ラ
せ
た
い
呼よ
び

た
い
と
。

【
三
】
津
：
奥
の
客
が
大
あ
く
び
。

　
　

近
松
：
お
く
の
客
が
大
あ
く
び
。

　
　

半
二
：
奥
に
は
客
が
大
欠
気
。

【
三
】
津
：
女
郎
衆
の
お
伽
で
気
が
滅
入
る
。
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近
松
：
女
郎
し
ゆ
の
お
と
ぎ
で
気
が
め
い
る
。

　
　

半
二
：
女
郎
衆
の
お
伽と
ぎ

で
と
ん
と
気
が
め
い
る
。

【
三
】
津
：
南
無
三
宝
と
格
子
の
小
蔭
に
肩
身
を
す
ぼ
め
、
隠
れ
て
聞
く
と
も
、

　
　

近
松
：
な
む
三
宝
と
。
か
う
し
の
こ
か
げ
に
か
た
身
を
す
ぼ
め
か
く
れ
て
聞
共

　
　

半
二
：
な
む
三
宝
見
付
ケ
ら
れ
じ
と
身
を
忍
び
。
隠か
く

れ
て
聞
ク
共

【
三
】
津
：
イ
ヤ
サ
違
ふ
ま
い
。
死
神
つ
い
た
耳
へ
は
、

　
　

近
松
：
ち
が
ふ
ま
い
。
し
に
神
つ
い
た
み
ゝ
へ
は
。

　
　

半
二
：
サ
ア
違ち

か

ふ
ま
じ
。
死
神
の
付
た
耳
へ
は
。

　
　
　

越
：
イ
ヤ
サ
違
ふ
ま
じ
。
死
神
の
つ
い
た
耳
へ
は
、

【
三
】
津
：
助
け
た
し
。
神
八
幡
侍
冥
利
、

　
　

近
松
：
助
け
た
し
。
神
八
幡
侍
め
う
り

　
　

半
二
：
助
け
た
し
。
何
と
死
る
気
に
違
ひ
は
有
ル
ま
い
。
神
八
幡
侍
イ
冥め
う
り利

　
【
三
】
津
：
他
言
せ
ま
じ
。
サ
ヽ
心
底
残
さ
ず

　
　

近
松
：
他
言
せ
ま
じ
。
心
て
い
残
さ
ず

　
　

半
二
： 

他た
ご
ん言
せ
ま
じ
。
小
春
。
心
ン
底
残
さ
ず

　
【
三
】
津
：
打う
つ
ち
や明
き
や
れ
と
囁
け
ば
、

　
　

近
松
：
打
あ
け
や
と
。
さ
ゝ
や
け
ば

　
　

半
二
：
打
明あ

き
や
れ
。
ど
ふ
じ
や

く
と
囁さ
ゝ
やけ
ば

　
　
　

越
：
打う
つ
ち
や明
き
や
れ
。
サ
ヽ
ど
う
ぢ
や
、
ど
う
ぢ
や
と
囁
け
ば
、

　
【
四
】
津
：
涙
が
こ
ぼ
れ
て
忝
い
。
ほ
ん
に
色
外
に
顕
る
る
で
ご
ざ
ん
す
る
。

　
　

近
松
：
涙
が
こ
ぼ
れ
て
忝
い
。
ほ
ん
に
色
外
に
あ
ら
は
る
で
ご
ざ
ん
す
る
。

　
　

半
二
：
涙
が
こ
ぼ
れ
て
嬉
し
う
ご
ざ
ん
す
。
ほ
ん
に
色
外
に
顕
は
る
ゝ
と
。

　
【
四
】
津
：
い
か
に
も
、
い
か
に
も
紙
治
様
と
死
ぬ
る
約
束
。

　
　

近
松
：
い
か
に
も

く
紙
治
様
と
し
ぬ
る
や
く
そ
く
。

　
　

半
二
：
お
前
様
の
推
量
の
通
り
。
紙
治
様
と
死
る
約
束
。

【
五
】
津
：
そ
の
日
送
り
の
は
か
な
い
命
。

　
　

近
松
：
其
日
お
く
り
の
あ
へ
な
い
命
。

　
　

半
二
：
其
日
送
ク
り
の
あ
へ
な
い
命
。

　
【
五
】
津
：
頼
み
の
母
様
、
南
辺
に
賃
仕
事
し
て
裏
住
い
。
死
ん
だ
後
で
は
、

　
　

近
松
：
頼
み
の
母
様
。
南
辺
に
ち
ん
し
ご
と
し
て
裏
屋
住
。
し
ん
た
跡
で
は

　
　

半
二
：
頼
み
の
母
さ
ま
。
死
ン
だ
跡
で
は

　
【
五
】
津
：
思
召
し
も
恥
し
な
が
ら
、
そ
の
恥
を

　
　

近
松
：
思
召
も
恥
し
な
が
ら
。
其
恥
を

　
　

半
二
：
思
し
め
す
の
も
。
恥
し
な
が
ら
。
其
恥
を

　
【
六
】
津
：
事
の
済
む
や
う
に
、
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
頼
み
や
す
と
、

　
　

近
松
：
こ
と
の
す
む
様
に
ど
う
そ

く
頼
み
や
す
と
。

　
　

半
二
：
事
の
済
ム
様
に
。
ど
ふ
ぞ
お
前
を
頼
ま
す
と
。

　
【
六
】
津
：
思
ひ
が
け
な
き
男
心
、
木
か
ら

　
　

近
松
：
思
ひ
が
け
な
き
男
心
木
か
ら

　
　

半
二
：
思
ひ
が
け
な
き
男
気
木
か
ら
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【
六
】
津
：
エ
ヽ
さ
て
は
み
な
嘘
か
、
腹
の
立
つ
。
二
年
と
い
ふ
も
の

　
　

近
松
：
扨
は
皆
う
そ
か
。
エ
ヽ
腹
の
立
。
二
年
と
い
ふ
物

　
　

半
二
：
扨
は
皆
啌う
そ

か
。
二
年
と
い
ふ
物

【
六
】
津
：
根
性
腐
り
の
狐
め
。

　
　

近
松
：
根
性
く
さ
り
の
き
つ
ね
め
。

　
　

半
二
：
根こ

ん
じ
や
う性く
さ
り
し
ア
ノ
ど
ふ
狐

　
　
　

越
：
根
性
腐
り
し
あ
の
、
ど
ど
、
ど
狐
。

【
六
】
津
：
歯
切
り
、
き
り
き
り
口
惜
し
涙
。

　
　

近
松
：
は
ぎ
り
き
り

く
口
お
し
涙
。

　
　

半
二
：
歯
ぎ
り
。
ぎ
り

く
口
惜
涙

【
六
】
津
：
内
に
は
小
春
が
託
ち
泣
き
、
卑
怯
な
頼
み
事
な
が
ら
、

　
　

近
松
：
内
に
は
小
は
る
が
か
こ
ち
泣
。
比ひ
け
う興
な
頼
こ
と
な
が
ら
。

　
　

半
二
：
内
に
も
小
春
が
託か

こ
ち泣
。
コ
レ
申
比
興
な
頼
事
な
が
ら
。

【
六
】
津
：
お
侍
様
の
お
情
に
、
今
年
中
、

　
　

近
松
：
お
侍
さ
ま
の
お
な
さ
け
。
こ
と
し
中

　
　

半
二
：
お
侍
イ
様
の
お
情
に
。
今
年
中

　
　
　

越
：
お
侍
様
の
お
情
に
、
今
年
中

　
【
六
】
津
：
か
の
男
の
死
に
に
来
る
度
ご
と
に
、

　
　

近
松
：
か
の
男
の
し
に
ゝ
く
る
た
び
ご
と
に
。

　
　

半
二
：
彼か

の

男
の
く
る
度
毎ご
と

に

　
【
六
】
津
：
期
を
延
ば
し
期
を
延
ば
し
、
お
の
づ
か
ら

　
　

近
松
：
期
を
の
ば
し

く
。
を
の
づ
か
ら

　
　

半
二
： 

期ご

を
延の
は

し
期
延
せ
ば
。
自
お
の
づ
か
ら　

　
　
　

越
：
期
を
延
ば
し
、
期
を
延
ば
せ
ば
、
お
の
づ
か
ら

【
六
】
津
：
お
の
づ
か
ら
手
を
切
れ
ば
、

　
　

近
松
：
を
の
づ
か
ら
手
を
き
ら
ば
。

　
　

半
二
：
自

お
の
づ
か
ら

手
も
切
て
。

　
　
　

越
：
お
の
づ
か
ら
手
も
切
れ
て
、

【
六
】
津
：
先
も
殺
さ
ず
、
私
も
命
助
か
る
。
何
の
因
果
に

　
　

近
松
：
さ
き
も
こ
ろ
さ
ず
わ
た
し
も
命
た
す
か
る
。
何
の
ゐ
ん
く
は
に

　
　

半
二
：
先
も
殺
さ
ず
私
も
命
を
助
る
道
理
。
何
の
因い

ん
ぐ
は果
に

　
【
六
】
津
：
死
ぬ
る
契
約
し
た
こ
と
ぞ
。
思
へ
ば
悔
し
う
ご
ざ
ん
す
と
、

　
　

近
松
：
死
る
け
い
や
く
し
た
こ
と
ぞ
。
思
へ
ば
く
や
し
う
ご
ざ
ん
す
と

　
　

半
二
：
死
る
契け

い
や
く約
し
た
事
ぞ
と
。
思
へ
ば
悔
し
う
ご
ざ
ん
す
と

　
【
六
】
津
：
悔
し
う
ご
ざ
ん
す
と
、
膝
に

　
　

近
松
：
く
や
し
う
ご
ざ
ん
す
と
ひ
ざ
に
。

　
　

半
二
：
悔
し
う
ご
ざ
ん
す
と
口
と
心
は
裏う

ら

表
。
絞
る
袂
は
雨
露
の
。
膝ひ
ざ

に

　
【
六
】
津
：
膝
に
も
た
れ
泣
く
有
様
。

　
　

近
松
：
ひ
ざ
に
。
も
た
れ
泣
有
様
。

　
　

半
二
：
膝ひ
ざ

に
も
た
れ
て
泣
居
た
る
。　
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【
六
】
津
：
ム
ヽ
聞
き
届
け
た
、
思
案
あ
り
。
風
も
来
る
、

　
　

近
松
：
ム
ヽ
聞
と
ゞ
け
た
思
案
有
。
風
も
く
る

　
　

半
二
：
ア
ヽ
聞
届
け
た
。
そ
な
た
の
願
ひ
。
コ
レ
風
も
く
る

　

半
二
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
と
の
異
同
、
す
な
わ
ち
現
行
と
の
異
同
は
、
見
て
の
通

り
、
音
盤
の
二
枚
目
以
降
（
取
り
分
け
第
六
面
）
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
も
、
助
詞

の
違
い
等
々
、
微
細
な
も
の
が
大
半
で
、
文
章
内
容
に
大
き
く
影
響
し
な
い
よ
う
な
異

同
の
方
が
多
い
（
後
述
）。
だ
か
ら
こ
そ
、
細
か
な
違
い
が
多
い
だ
け
に
、
通
行
の
詞
章

す
な
わ
ち
改
作
の
詞
章
を
空
で
覚
え
て
い
た
と
し
た
ら
、
原
作
通
り
に
語
り
き
る
の
は
、

容
易
い
事
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

三
代
津
太
夫
は
、
完
璧
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
（
独
自
の
「
は
か
な
い
命
」
は
典
拠

不
詳
）、
か
な
り
忠
実
に
近
松
の
原
作
に
沿
っ
て
語
っ
て
い
る
。
入
念
な
準
備
を
し
て
い

た
証
左
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
り
前
の
こ
と
な
が
ら
、
稽
古
を
含
め
、
三
味
線

と
の
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
も
必
須
で
あ
ろ
う
。
偶
然
あ
る
い
は
収
録
当
日
の
思
い
付
き

で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
な
演
奏
で
は
な
い
。
三
代
津
太
夫
と
六
代
友
次
郎
が
、
改
作

『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
で
は
な
く
、
原
作
『
心
中
天
の
網
島
』
に
基
く
「
河
庄
」
を
企
図

し
て
録
音
に
臨
ん
で
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

　

大
正
六
年
三
月
御
霊
文
楽
座
で
の
「
新
地
河
庄
の
だ
ん
」、「
切
」
の
床
は
こ
の
二
人

で
あ
っ
た
。
後
世
の
者
に
と
っ
て
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
の
Ｓ
Ｐ
『
紙
治
』
は
、
そ
の
収
録
時

か
ら
遡
る
こ
と
凡
そ
五
年
以
前
、大
正
六
年
三
月
に
復
活
さ
れ
た
「
天
網
島
」
で
の
「
河

庄
」、
そ
の
冒
頭
部
分
の
再
現
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
　
大
正
六
年
三
月
御
霊
文
楽
座
「
河
庄
」

　

上
演
台
本
が
原
作
な
の
か
改
作
な
の
か
、
近
代
を
迎
え
て
か
ら
の
近
松
門
左
衛
門
に

対
す
る
評
価
の
高
ま
り
と
共
に
、『
心
中
天
網
島
』
で
議
論
さ
れ
て
き
た
の
は
、
只
管

「
紙
屋
内
」
で
あ
っ
た
。
八
代
綱
太
夫
が
「
一
度
は
こ
の
原
作
の
『
天
網
島
』
を
語
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
」
と
述
べ
る
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』
も
、
上

之
巻
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
半
二
の
改
作
が
甚
だ
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、

原
作
「
河
庄
」
へ
の
関
心
の
薄
さ
に
繋
が
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う（

（（
（

。

　

原
作
通
り
の
詞
章
で
実
際
に
「
河
庄
」
が
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
情
報
も

断
片
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
紙
屋
治
兵
衛
を
演
じ
た
人
形
遣
い
の
初
代
吉
田
栄
三
（
一

八
七
二
―
一
九
四
五
）
は
、『
吉
田
栄
三
自
伝
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
河
庄
」
の
文
句
は
、
常
に
演
る
も
の
と
大
差
な
か
つ
た
や
う
で
す
が
、〈
中
略
〉

孫
右
衛
門
の
意
見
は
、
戸
外
に
な
つ
て
居
ま
し
た
。

　　

重
要
な
の
は
「
屋
外
に
な
つ
て
居
ま
し
た
」
で
あ
る
。
孫
右
衛
門
が
弟
の
治
兵
衛
に

意
見
す
る
場
面
、
現
行
「
河
庄
」
で
は
屋
内
と
な
っ
て
い
る
。
音
盤
『
紙
治
』
に
は
収

録
さ
れ
て
い
な
い
。
該
当
箇
所
の
浄
瑠
璃
詞
章
を
引
用
す
る
。
傍
線
と
太
字
の
意
味
は
、

前
節
と
同
様
で
あ
る
。

近
松
：
づ
き
ん
取
た
る
め
ん
て
い
。
ヤ
ア
孫
右
衛
門
殿
兄
じ
や
人
。
ア
ツ
ア
め
ん
ぼ
く

な
や
と
ど
う
と
座
し
。
土
に
ひ
れ
ふ
し
泣
い
た
る
。

　
半
二
：
頭づ

き
ん巾
を
取
リ
捨
。
コ
リ
ヤ
此
頬つ
ら

を
見
よ
。
ヱ
兄
者
人
と
。
逃
ん
と
す
れ
ば
孫
右

衛
門
引
と
ゞ
め
。
ヤ
う
ご
き
お
る
ま
い
う
ぬ
。
い
ふ
事
が
有
ル
。
う
せ
ふ
と
引
ツ
立

内
に
引
居す
ゆ

れ
ば
。
兄
者
人

く
く
。
面め
ん
ぼ
く目
な
や
と
ど
ふ
ど
座
し
畳た
ゝ
み

に
。
ひ
れ
伏

シ
泣
キ
居
た
る
。
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孫
右
衛
門
が
治
兵
衛
を
河
庄
へ
連
れ
て
行
く
き
っ
か
け
が
、
半
二
の
改
作
で
は
明
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、半
二
「
畳た
ゝ
み

に
。
ひ
れ
伏
シ
」
に
対
し
、原
作
は
「
土
に
ひ
れ
ふ
し
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
先
、
孫
右
衛
門
が
意
見
を
終
え
た
直
後
の
治
兵
衛
の
描
写
、
近
松
「
大

地
を
た
ゝ
い
て
治
兵
衛
」（
半
二
「
治
兵
衛
涙
を
押
ぬ
ぐ
ひ
」）
の
「
大
地
を
」
が
、
比

喩
表
現
と
し
て
で
は
な
く
、
文
章
通
り
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
孫
右
衛
門
が
意
見
を
す

る
場
面
、
原
作
初
演
時
の
二
人
の
居
場
所
は
河
庄
前
の
屋
外
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
場
面
、
原
作
に
は
二
人
が
屋
外
か
ら
河
庄
に
移
動
す
る
描
写
が
な
い
と
は
言
え
、

ど
こ
か
の
時
点
で
河
庄
内
に
戻
っ
て
い
た
筈
で
あ
る（

（（
（

。
浄
瑠
璃
詞
章
は
登
場
人
物
の
全

て
の
行
動
を
叙
述
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
浄
瑠
璃
詞
章
と
人
形
舞
台
が
常
に
同
期

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
も
な
い
。
大
正
六
年
三
月
、
人
形
遣
い
が
い
つ
も
の

手
順
通
り
に
近
い
形
に
し
た
け
れ
ば
、
例
え
ば
「
ヤ
ア
孫
右
衛
門
殿
兄
じ
や
人
。
ア
ツ

ア
め
ん
ぼ
く
な
や
」
で
、
孫
右
衛
門
が
治
兵
衛
を
河
庄
へ
突
き
入
れ
る
こ
と
が
不
可
能

だ
っ
た
と
も
思
え
な
い
。
栄
三
の
発
言
「
戸
外
に
な
つ
て
居
ま
し
た
」
が
、
人
形
を
遣

う
側
の
工
夫
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
近
松
の
文
章
に

即
し
て
舞
台
演
出
を
す
る
者
が
い
た
ら
し
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
場
面
は
音
盤
『
紙
治
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
音
盤

の
三
代
津
太
夫
は
、
努
め
て
近
松
の
原
作
通
り
に
語
ろ
う
と
し
て
い
た
。
栄
三
の
発
言

「
戸
外
に
な
つ
て
居
ま
し
た
」
は
、
音
盤
『
紙
治
』
に
は
収
録
し
な
か
っ
た
凡
そ
四
分
の

三
に
つ
い
て
も
、「
原
作
を
そ
の
儘
に
」
復
し
た
詞
章
で
語
っ
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

音
盤
『
紙
治
』
の
節
付
け
は
、
現
行
の
「
河
庄
」
と
殆
ん
ど
変
ら
な
い
。『
心
中
紙
屋

治
兵
衛
』
の
節
付
け
自
体
は
、
基
本
的
に
は
変
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

近
松
の
原
作
に
合
わ
せ
て
新
た
な
節
付
け
を
し
た
の
で
は
な
く
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
節

付
け
の
寸
法
に
近
松
の
文
章
を
合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
改
作
で
は
省
略
さ
れ

て
お
り
、
録
音
で
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
語
句
の
内
、
最
も
字
数
が
多
い
の
は
「
南

辺
に
ち
ん
し
ご
と
し
て
裏
屋
住
」（
三
代
津
太
夫
「
南
辺
に
賃
仕
事
し
て
裏
住
い
」）
で

あ
る
。
音
盤
『
紙
治
』
で
は
、
小
春
の
台
詞
の
一
部
と
し
て
、
三
味
線
を
伴
わ
な
い
曲

節
「
詞
」
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
現
行
と
の
異
同
は
、
他
に
も
「
詞
」
で
処
理
で
き
る

台
詞
相
当
の
文
章
に
含
ま
れ
る
語
句
が
多
い
。
改
め
て
節
付
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

語
句
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

同
様
に
、三
代
津
太
夫
と
六
代
友
次
郎
が
録
音
し
な
か
っ
た
約
四
分
の
三
、近
松「
エ
ヽ

さ
す
が
う
り
物
や
す
物
め
」（
半
二
も
同
文
）
以
降
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
節
付
け
に
は

極
力
手
を
入
れ
ず
に
原
作
を
語
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

半
二
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
に
つ
い
て
、
原
作
を
「
ほ
と
ん
ど
書
き
替
え
る
と
こ
ろ

が
無
い（

（（
（

」
と
の
主
張
に
首
肯
で
き
る
か
否
か
は
、
個
々
の
視
座
（
論
点
）
次
第
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
切
場
相
当
部
分
の
現
行
「
河
庄
」
に
関
し
て
、
取
り
分
け

音
盤
『
紙
治
』
が
収
録
し
な
か
っ
た
約
四
分
の
三
に
範
囲
を
限
定
す
れ
ば
、
改
作
の
内

実
が
書
換
え
よ
り
加
筆
に
比
重
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し

か
も
、
そ
の
多
く
は
台
詞
に
相
当
す
る
文
章
で
あ
る
。
次
に
幾
つ
か
を
例
示
す
る
。

近
松
：
し
や
う
じ
ご
し
に
ぬ
き
身
を
つ
き
込
あ
ば
れ
者
。う
で
を
し
や
う
じ
に
く
く
り
置
。

思
案
あ
り
な
は
と
く
な
。
人
立
あ
れ
は
所
の
さ
は
ぎ
。
サ
ア
皆
奥
へ
。
小
は
る
お

じ
や
い
て
ね
よ
う
。

半
二
：
障
子
ご
し
に
抜
身
を
突つ

ゝ
こ
む込
あ
ば
れ
者
。
腕
を
格か
う
し子
に
括く
ゝ

り
置
た
れ
ば
気
遣
カ
ひ

な
事
は
な
い
。
そ
な
た
衆
は
小
春
を
連
レ
て
奥
へ
行
や
れ
。
身
共
は
ア
ノ
狼う
ろ
た
へ狽
者
。

何
故
ケ
様
の
狼ら

う
ぜ
き藉
を
致
す
ぞ
詮せ
ん
ぎ義
す
る
。
サ
ア
早
く
奥
へ
行
き
や
れ
。
イ
ヱ

く

お
前
計
リ
爰
へ
置
キ
ま
し
て
は
浮あ
ぶ
な
ふ雲
ご
ざ
り
ま
す
。
イ
ヤ
サ
コ
リ
ヤ
人
立
有
レ
ば
所

の
騒さ
は

ぎ
。
大
勢
が
立
チ
合
イ
口か
う
ろ
ん論
に
及
べ
ば
。
武
士
の
立
タ
ぬ
様
に
成
ル
ま
い
物
で
も

な
い
。
と
い
ふ
も
遊ゆ
ふ
し
よ所
故
身
も
忍
び
の
遊ふ
ゆ
け
う興
。
能よ
い

く々
。
身
共
計
リ
爰
に
居
て
気
遣つ
か

ひ

な
ら
。
い
つ
し
よ
に
奥
へ
往ゆ
か

ふ
。
小
春
お
じ
や
い
て
寝
よ
ふ
。
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近
松
：
わ
き
ざ
し
の
。
つ
か
れ
ぬ
胸
に
は
つ
と
つ
ら
ぬ
き
。
す
い
き
や
う
の
あ
ま
り
色

里
に
は
有
な
ら
ひ
。

半
二
：
脇
差
の
。
つ
か
れ
ぬ
胸
に
は
つ
と
貫つ

ら
ぬ

き
。
治
兵
衛
様
。
何
が
何
ン
と
。
サ
ア

慈じ

ひ悲
と
い
ふ
字
が
な
け
れ
ば
。
人
は
難
ン
義
す
る
げ
な
。
あ
ん
ま
り
酒
を
過
コ
し
て
。

色
里
に
は
有
ル
な
ら
ひ
。

近
松
：
ぞ
め
き
も
ど
り
の
身
す
が
ら
太
兵
衛
。
扨
こ
そ
河
庄
が
か
う
し
に
立
た
は
治
兵

衛
め
な
。
投
て
く
れ
ん
と
。
ゑ
り
か
い
つ
か
ん
で
引
か
づ
く

半
二
：
ぞ
め
き
戻
り
の
。
身
す
が
ら
太
兵
衛
。
善
六
伴と

も
な

ひ
立
帰
り
。
ヤ
治
兵
衛
か
。
わ

れ
に
逢
イ
た
ふ
て

く
宵よ
ひ

か
ら
一
ツ
遍ぺ
ん

尋
た
は
や
い
。
サ
ア
廿
両
の
金
戻も
ど

せ
。
ム
ヽ

廿
両
の
金
と
は
。
ヤ
ア
と
ぼ
け
な
や
い
。
慥
な
証し
や
う
こ拠
と
懐
ふ
と
こ
ろ

の
。
紙
入
レ
よ
り

証し
や
う
も
ん文
を
取
リ
出
し
。
コ
リ
ヤ
是
を
見
い
。
ヱ
ヽ
一
ツ
金
子
廿
両
也
。
右
は
今
ン
日
入

用
に
付
キ
難
義
致
し
候
所
。
御
取
リ
替
下
タ
さ
れ
候
段
御
慈じ

ひ悲
の
程
忘わ
す

れ
申
さ
ず
有
リ

難が
た

く
存
シ
奉
り
候
。
何
ン
時
成
リ
共
此
手
形
を
以
て
急き
つ
と度
返
ン
弁べ
ん

申
べ
く
候
。
跡
は
お

定
り
じ
や
。
江
戸
屋
太
兵
衛
殿
紙
屋
治
兵
衛
判
ン
。
こ
り
や
わ
れ
が
直
キ
筆
ツ
じ
や

ぞ
よ
。
是
で
も
覚
へ
が
な
い
か
。
サ
ア
夫
レ
は
此
間
石
町
の
御
出
家
に
。
ヤ
ア
ど
こ

へ
抜
ケ

く
く
と
。
そ
ふ
は
抜
ケ
さ
せ
ぬ
。
コ
リ
ヤ
証
文
が
物
い
ふ
は
い
や
い
。

い
じ
む
じ
ぬ
か
し
や
代
イ
官
ン
所
。
ナ
ア
善
六
。
ヱ
ヽ
う
せ
上
れ
と
引
立
ツ
れ
ば
。

　

一
種
、
入
れ
言
の
よ
う
な
台
詞
相
当
の
加
筆
が
、
前
節
で
例
示
し
た
「
何
と
死
る
気

に
違
ひ
は
有
ル
ま
い
」
の
よ
う
な
単
発
的
な
挿
入
句
を
除
い
て
も
、
他
に
長
短
取
り
交
ぜ

て
（
数
え
方
に
も
よ
る
が
）
ま
だ
八
箇
所
程
あ
る（

（（
（

。

　

無
論
、
加
筆
や
挿
入
は
台
詞
相
当
の
文
章
だ
け
で
は
な
い
。
第
三
節
で
掲
出
し
た
中

で
は
「
口
と
心
は
裏
表
、
絞
る
袂
は
雨
露
の
」、
音
盤
『
紙
治
』
が
収
録
し
な
か
っ
た
部

分
で
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
も
原
作
の
詞
章
に
戻
す
際
に
は
削
除
の
対
象
と
な
る
。

近
松
：	

小
は
る
は
し
ゞ
う
む
せ
か
へ
り
。皆
お
道
理
と
計
に
て
詞
も
。涙
に
く
れ
に
け
り
。

　
半
二
：
小
春
は
始
終
む
せ
返
り
。
我
身
の
上
は
得
も
云
ず
兄
の
異
見
と
母
親
の
心
遣
カ
ひ

を
思
ひ
や
り
皆
お
道
理
と
ば
か
り
に
て
詞
も
。
涙
に
く
れ
に
け
り
。

　

い
ず
れ
も
改
作
時
の
挿
入
句
で
は
あ
る
の
で
、
省
か
れ
て
も
（
浄
瑠
璃
を
聞
く
側
に

と
っ
て
そ
の
欠
落
感
は
拭
い
難
い（

（（
（

の
だ
が
）、
文
意
を
損
ね
る
こ
と
は
な
い
。

　

半
二
「
ヱ
ヽ
遉
売
物
や
す
者
め
」（
近
松
「
エ
ヽ
さ
す
が
う
り
物
や
す
物
め
」）
以
降

の
詞
章
を
改
作
か
ら
原
作
に
戻
す
と
い
う
こ
と
は
、
改
作
時
に
加
筆
さ
れ
て
い
た
台
詞

相
当
の
文
章
を
中
心
に
割
愛
を
施
し
た
、
謂
わ
ば
改
作
「
河
庄
」
の
短
縮
版
を
作
成
す

る
作
業
に
近
い
と
言
え
る
。
義
太
夫
節
で
は
台
詞
相
当
の
文
章
は
、
し
ば
し
ば
三
味
線

を
伴
わ
な
い
曲
節
「
詞
」
で
処
理
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
会
話
に
近
い
（
旋
律
的
な
要
素

の
少
な
い
）「
詞
」
部
分
は
、
割
愛
さ
れ
た
と
し
て
も
、
浄
瑠
璃
の
曲
節
の
流
れ
を
大
き

く
変
更
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
の
節
付
け
に
は
出
来
る
限
り
手
を

付
け
ず
に
原
作
の
文
章
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る（
（（
（

。

　

従
来
の
節
付
け
に
は
基
本
的
に
手
を
入
れ
な
か
っ
た
の
で
は
、と
の
推
測
が
正
し
か
っ

た
と
す
れ
ば
、
当
時
の
（
近
松
の
文
章
に
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
関
心
が
薄
い
）
観

客
に
と
っ
て
原
作
「
河
庄
」
は
、
随
分
と
素
っ
気
な
い
も
の
に
聞
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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五　

大
正
六
年
三
月
以
降
の
「
河
庄
」
概
観

　

音
盤
『
紙
治
』
収
録
か
ら
約
一
年
後
、
大
正
十
二
年
十
一
月
御
霊
文
楽
座
『
心
中
天

の
網
島
』
の
「
河
内
屋
の
だ
ん
」
切
、「
河
庄
」
の
床
は
三
代
津
太
夫
と
六
代
友
次
郎
、

番
付
に
拠
れ
ば
原
作
で
の
上
演
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
二
人
以
外
で
原
作
「
河
庄
」

を
勤
め
た
者
が
い
た
の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

大
正
十
年
十
月
御
霊
文
楽
座
『
心
中
天
網
島
』
は
疑
問
が
残
る
。「
大
正
篇
」
に
載
録

さ
れ
た
『
毎
日
新
聞
』
の
劇
評
は
、「
い
つ
か
越
路
が
試
み
た
近
松
の
「
天
網
島
」
に
「
紙

屋
内
の
段
」の
中
が
賑
や
か
に
添
へ
ら
れ
た
も
の
」と
す
る
。「
越
路
が
試
み
た
近
松
の「
天

網
島
」」
と
は
、大
正
六
年
三
月
の
復
活
「
天
網
島
」
で
あ
る
。「「
紙
屋
内
の
段
」
の
中
」

と
は
『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』
の
立
端
場
、通
称
「
ち
ょ
ん
が
れ
」
を
指
す
。『
毎
日
新
聞
』

は
、
原
作
の
「
天
網
島
」
に
『
天
網
島
時
雨
炬
燵
』
の
端
場
を
加
え
た
上
演
だ
っ
た
と

伝
え
て
い
る
。「
北
新
地
河
庄
の
だ
ん
」
の
切
は
、
二
代
古
靱
太
夫
の
浄
瑠
璃
と
三
代
鶴

沢
清
六
（
一
八
六
八
―
一
九
二
二
）
の
三
味
線
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
「
大
正
篇
」
に
載
録
さ
れ
た
『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
の
劇
評
、
二
代

古
靱
太
夫
を
評
し
た
一
文
に
は
「
善
六
太
兵
衛
に
入
言
も
な
く
」
と
あ
る
。
善
六
は
近

松
の
原
作
に
は
登
場
し
な
い
。
番
付
の
人
形
役
割
に
も
五
貫
屋
善
六（
吉
田
玉
七
）。『
浄

瑠
璃
雑
誌
』
の
劇
評
担
当
者
の
粗
忽
で
は
な
か
ろ
う
。
で
あ
る
な
ら
ば
、「
越
路
が
試
み

た
近
松
」
と
は
、
三
代
越
路
太
夫
が
語
っ
て
い
た
「
紙
屋
内
」
と
「
大
和
屋（

（（
（

」
だ
け
を

指
し
て
の
謂
い
と
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
辻
褄
が
合
う
。
こ
の
時
の
「
北

新
地
河
庄
の
だ
ん
」
は
、
近
松
原
作
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

二
代
古
靱
太
夫
が
次
に
「
河
庄
」
を
語
っ
た
の
は
、
大
正
十
四
年
十
月
文
楽
座
『
心

中
紙
屋
治
兵
衛
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
題
か
ら
も
近
松
の
原
作
で
は
な
い
こ
と
を
表
明

し
た
公
演
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「
河
庄
」は
三
代
津
太
夫
の
得
意
演
目
で
も
あ
っ

た
。
文
楽
座
で
「
天
網
島
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
、「
河
庄
」
は
三
代
津
太
夫
が
勤
め

る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
。
三
代
津
太
夫
の
歿
後
、二
代
古
靱
太
夫
が
文
楽
座
で「
河
庄
」

を
語
っ
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
二
月
四
ツ
橋
文
楽
座
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
四
ツ
橋
文

楽
座
、
外
題
は
い
ず
れ
も
『
紙
屋
治
兵
衛
』
で
あ
っ
た
。『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
で
語
っ

た
の
だ
ろ
う
。
大
正
十
年
十
月
は
不
問
と
し
て
も
、
大
正
末
頃
の
時
点
で
二
代
古
靱
太

夫
は
原
作
「
河
庄
」
か
ら
離
脱
し
て
い
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

　

こ
こ
で
二
代
豊
竹
古
靱
太
夫
（
豊
竹
山
城
少
掾
）
の
上
演
を
確
認
し
た
の
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
現
在
の
文
楽
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
存
在
だ
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。
昭
和
三
十
年
二
月
、
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
と
し
て
第
一
次
の
各
個
認
定

を
受
け
た
一
人
で
も
あ
る
。

　

渡
辺
保
『
昭
和
の
名
人　

豊
竹
山
城
少
掾
』
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
近
代
化
を
柱
の
一

つ
に
据
え
た
評
伝
で
あ
る
。
同
書
は
山
城
少
掾
が
成
し
遂
げ
た
近
代
化
の
中
で
も
「
古

典
の
原
点
を
求
め
た
」こ
と
を
最
重
要
視
し
て
い
る（
同
書
二
六
四
頁
）。
も
と
よ
り
、「
原

点
」
と
原
作
は
別
義
で
あ
る
。
こ
の
言
を
借
り
る
な
ら
、「
河
庄
」
の
上
演
に
際
し
て
「
天

網
島
」
を
外
題
に
掲
げ
な
か
っ
た
の
は
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
河
庄
」
が
求
め
る
べ
き

「
原
点
」
は
、
近
松
『
心
中
天
の
網
島
』
で
は
な
く
、
半
二
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
な
の

だ
と
の
思
い
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

山
城
少
掾
が
語
っ
た
「
河
庄
」
の
録
音
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
山
城
少
掾
の
高
弟
、

八
代
綱
太
夫
な
ら
、
戦
前
に
も
録
音
を
残
し
て
い
る
。
ビ
ク
タ
ー
の
Ｓ
Ｐ
『
心
中
天
網

島
』
三
枚
組
（
全
六
面（

（（
（

）。
三
味
線
は
四
代
豊
沢
仙
糸
（
一
八
七
六
―
一
九
四
六
）。
収

録
時
間
は
約
一
八
分
で
、
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
で
い
え
ば
第
二
面
の
途
中
「
煮
売

屋
で
小
春
が
沙
汰
」
か
ら
第
六
面
の
終
り
近
く
「
膝
に
も
た
れ
て
泣
き
ゐ
た
る
」
ま
で

を
吹
き
込
ん
で
い
る
。
発
売
は
昭
和
七
年
頃
、
ま
だ
初
名
の
豊
竹
つ
ば
め
太
夫
（
二
代

目
）
を
名
乗
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
音
盤
に
は
「
新
地
茶
屋
の
段
」
の
副
題
が
あ
る
。

七
行
本
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
に
記
さ
れ
て
い
た
段
名
「
茶
屋
の
段
」
を
連
想
さ
せ
る
。

当
然
な
が
ら
、
演
奏
は
改
作
、
つ
ま
り
現
行
の
「
河
庄
」
で
あ
る
。

　

八
代
綱
太
夫
の
録
音
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
戦
後
の
も
の
（
昭
和
三
十
三
年

六
月
十
三
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
収
録
）
で
あ
ろ
う
。
三
味
線
は
十
代
竹
沢
弥
七
。
現
行
「
河
庄
」
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の
規ス
タ
ン
ダ
ー
ド範
と
な
る
よ
う
な
演
奏
の
一
つ
で
あ
る（

（（
（

。
四
代
越
路
太
夫
（
前
名
が
豊
竹
つ
ば

め
太
夫
の
三
代
目
で
八
代
綱
太
夫
は
兄
弟
子
）
が
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
、
東
京
で
の

襲
名
披
露
の
演
目
に
選
ん
だ
の
も
「
河
庄
」
で
あ
っ
た（

（（
（

。
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
い
た
か

は
量
ら
れ
な
い
に
も
せ
よ
、
山
城
少
掾
ら
の
選
択
が
、
今
日
の
「
河
庄
」
の
上
演
伝
統

の
方
向
性
を
決
定
づ
け
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

八
代
綱
太
夫
の
新
旧
録
音
に
は
、興
味
深
い
異
同
が
あ
る
。三
代
津
太
夫『
紙
治
』で
は
、

第
二
面
の
最
終
句
で
あ
る
。

【
二
】
津
：
身
は
空
蝉
の
脱
殻
の
、
格
子
に
抱
き
付
き
焦
り
泣
き
。

　
　

近
松
：
身
は
う
つ
せ
み
の
ぬ
け
か
ら
の
。
か
う
し
に
だ
き
付
あ
せ
り
泣
。

　
　

半
二
：
身
は
空う

つ
せ
み蝉
の
抜ぬ
け
が
ら壳
の
格
子
に
。
抱
付
キ
あ
せ
り
泣
。

　
　
　

つ
：
身
は
空
蝉
の
脱
殻
の
、
格
子
に
抱
き
付
き
焦
り
泣
き
。

　
　
　

綱
：
身
は
空
蝉
の
脱
殻
や
、
格
子
に
抱
き
付
き
焦
り
泣
く
。

　
　
　

越
：
身
は
空
蝉
の
脱
殻
や
、
格
子
に
抱
き
付
き
焦
り
泣
く
。

　　

近
松
と
半
二
は
実
質
的
に
同
文
な
の
で
、
両
者
の
異
同
に
着
目
し
た
先
の
第
三
節
で

は
掲
出
し
て
い
な
い
。
当
該
箇
所
に
関
し
て
、
八
代
綱
太
夫
は
著
書
『
で
ん
で
ん
虫
』

で
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

原
本
で
は
「
身
は
空
蝉
の
抜
殻
の
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
杉
山
先
生
の
御
指
摘

通
り
、「
抜
殻
や
」
で
な
け
れ
ば
文
法
上
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
山
城
師
匠
も
そ

の
よ
う
に
語
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
も
「
抜
殻
や
」
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
後
「
格
子
に
抱
き
付
き
、あ
せ
り
泣
き
」
と
い
う
よ
う
に
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
「
あ

せ
り
泣
き
」と
語
り
ま
す
が
、こ
こ
は
治
兵
衛
の
気
持
が
一
旦
切
れ
る
所
で
す
か
ら
、

師
匠
に
な
ら
っ
て
私
も
「
あ
せ
り
泣
く
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

右
引
用
中
の
「
杉
山
先
生
の
御
指
摘
」
と
は
、
大
正
十
五
年
十
一
月
刊
行
の
杉
山
其

日
庵
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』、「
心
中
紙
屋
治
兵
衛　

上
の
巻　

茶
屋
場
の
段
」
で
の
「『
身

は
空
蝉
の
抜
け
殻
の
』
は
『
抜
け
殻
や
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
原
本
総
ル
ビ
）
を
指

し
て
い
る
。
山
城
少
掾
が
「
抜
殻
や
」「
焦
り
泣
く
」
と
改
め
た
の
は
、
仮
に
八
代
綱
太

夫
が
文
字
通
り
忠
実
に
「
師
匠
に
な
ら
っ
て
」
語
っ
て
い
た
の
だ
と
す
る
と
、ビ
ク
タ
ー

の
Ｓ
Ｐ
『
心
中
天
網
島
』
以
降
と
な
る
。
三
代
津
太
夫
歿
後
の
文
楽
座
で
の
公
演
だ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

た
だ
し
「
抜
殻
の
」
で
あ
っ
て
も
、「
文
法
上
い
け
な
い
」
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
「
焦

り
泣
き
」
に
関
し
て
は
、
動
詞
連
用
形
の
名
詞
化
と
も
語
釈
で
き
る
。
と
な
れ
ば
、
名

詞
止
の
一
文
で
あ
る
。
終
止
形
に
改
め
ず
と
も
、「
治
兵
衛
の
気
持
が
一
旦
切
れ
る
所
」

と
し
て
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

「
抜
殻
や
」
と
「
焦
り
泣
く
」、「
抜
殻
の
」
と
「
焦
り
泣
き
」、
一
概
に
ど
ち
ら
が
よ

り
良
い
と
は
言
え
な
い
。
近
代
に
な
っ
て
提
唱
さ
れ
た
前
者
の
方
が
観
客
に
は
理
解
し

易
い
だ
ろ
う
と
、
現
在
の
文
楽
技
芸
員
が
判
断
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
近
松
と
も
半
二
と

も
違
う
文
言
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
選
択
は
尊
重
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
方
、「
抜
殻
の
」

と
「
焦
り
泣
き
」
の
選
択
を（

（（
（

、
柔
軟
性
に
欠
く
と
非
難
す
べ
き
で
も
な
い
よ
う
に
思
う
。

六　

結
語
―
演
奏
記
録
と
し
て
の
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
―

　

音
盤
『
紙
治
』
と
現
行
「
河
庄
」、
両
者
の
違
い
は
構
え
て
い
な
け
れ
ば
聞
き
過
ご
し

て
し
ま
い
そ
う
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、
無
視
す
る
に
は
惜
し
い
異
同
も
あ
る
。

現
行
「
河
庄
」
で
省
略
さ
れ
て
い
る
文
章
の
中
で
は
、
ま
ず
は
原
作
「（
わ
た
し
ひ
と
り

を
頼
み
の
母
様
。）
南
辺
に
ち
ん
し
ご
と
し
て
裏
屋
住
」、
三
代
津
太
夫
「
南
辺
に
賃
仕

事
し
て
裏
住
い
」
で
あ
ろ
う
か
。

　

半
二
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
で
は
、
改
作
「
紙
屋
内
」
の
前
に
小
春
の
母
親
が
登
場

す
る
「
長
町
の
段
」
が
増
補
さ
れ
て
い
た
。
長
町
は
現
在
の
日
本
橋
。「
南
辺
に
ち
ん
し
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ご
と
し
て
裏
屋
住
」
は
不
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
で
は
「
長
町
の
段
」

が
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
近
松
の
原
作
で
小
春
の
母
親
が
話
題
に
出
る
の
は
、
こ

こ
だ
け
で
あ
る
。
復
し
て
も
邪
魔
に
な
ら
な
い
一
文
と
思
う
。

　

近
松
「
を
の
づ
か
ら
手
を
き
ら
ば
」
と
半
二
「
自
お
の
づ
か
ら

手
も
切
て
」、
他
動
詞
と
自
動

詞
の
違
い
も
、
発
言
か
ら
受
け
る
感
興
は
、
語
句
の
見
た
目
以
上
に
大
き
い
。
三
代
津

太
夫
は
他
動
詞
「
手
を
切
れ
ば
」、
四
代
越
路
太
夫
は
自
動
詞
「
手
も
切
れ
て
」
で
あ
っ

た
。
傍
目
に
は
大
差
な
い
よ
う
な
言
葉
尻
が
、
当
人
達
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
諍
い
の

引
き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
今
も
変
ら
な
い
。
関
係
を「
切
る
」と
関
係
が「
切

れ
る
」
の
違
い
は
、
立
ち
聞
く
治
兵
衛
に
と
っ
て
些
細
な
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
実
に
以
て
些
末
な
事
項
な
が
ら
、
半
二
「
何
の
因い

ん
ぐ
は果
に
死
る
契け
い
や
く約
し
た
事

ぞ
と
」。
こ
こ
の
格
助
詞
「
と
」
は
不
要
で
あ
る
。

　

他
に
も
看
過
し
難
い
異
同
は
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
近
松
の
原
作
に
戻
す
べ
き
だ

と
主
張
し
た
い
の
で
は
な
い
。
書
換
え
や
加
筆
の
全
て
が
改
悪
で
は
な
い
。
先
に
指
摘

し
た
「
抜
殻
の
」
と
「
抜
殻
や
」、
そ
れ
ら
と
同
様
に
何
ら
か
の
根
拠
を
有
す
る
語
句
の

選
択
肢
は
、
作
品
へ
の
理
解
を
深
め
る
端
緒
と
な
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
異
同
の

指
摘
は
、
間
違
い
探
し
で
は
な
い
。

　

三
代
津
太
夫
の
「
河
庄
」、「
大
正
篇
」
収
載
の
劇
評
等
で
見
る
限
り
、
論
評
は
押
し

な
べ
て
好
意
的
で
あ
る
。
完
全
否
定
し
て
い
る
の
が
武
智
鉄
二
（
一
九
一
二
―
八
八
）、

劇
評
「
津
太
夫
の
河
庄
―
文
楽
座
十
五
年
二
月
興
行
―（

（（
（

」、
批
評
の
対
象
と
な
っ
た
の
は

昭
和
十
五
年
二
月
四
ツ
橋
文
楽
座
『
天
網
島
』
で
あ
る
。

　

武
智
鉄
二
の
劇
評
は
、
往
々
に
し
て
途
轍
も
な
く
文
辞
が
激
越
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

に
読
み
物
と
し
て
は
楽
し
め
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
評
論
対
象
を
的
確
に
捉
え
る
視

線
に
、
心
中
で
快
哉
を
叫
ぶ
読
者
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
現
代
人
に
は
再
見
の
叶
わ
ぬ

過
去
の
舞
台
の
批
評
で
あ
っ
て
も
、
納
得
さ
せ
て
し
ま
う
筆
力
は
尋
常
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
河
庄
」
評
、
後
味
が
よ
く
な
い
。「
重
大
な
る
誤
演
」「
こ
れ
だ

け
で
罪
万
死
に
値
す
る
」「
ま
る
で
表
現
で
き
て
い
な
い
」「
不
鍛
錬
千
万
な
芸
」
等
々
、

罵
倒
に
次
ぐ
罵
倒
で
、
読
み
進
め
る
に
従
っ
て
、
た
だ
た
だ
貶
め
る
こ
と
が
目
的
の
悪

口
雑
言
の
よ
う
な
気
が
し
始
め
る
。「
頭
脳
の
散
漫
さ
、
呆
れ
る
ほ
か
は
な
い
」
に
至
っ

て
は
、
劇
評
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
三
代
津
太
夫
は
昭
和
十
六
年
歿
。
も
は
や
熱
心

な
贔
屓
は
い
そ
う
に
な
い
が
、
武
智
鉄
二
に
は
今
な
お
熱
烈
な
信
奉
者
が
い
る
。
ゆ
え

に
厄
介
で
は
あ
る
。

　

武
智
鉄
二
は
「
私
の
本
読
み
が
ち
ょ
う
ど
河
庄
の
風
に
合
致
し
た
こ
と
に
な
る
」
と

の
確
信
か
ら
、
我
が
解
釈
に
誤
謬
は
な
い
と
の
前
提
で
〝
ね
ば
な
ら
ぬ
〟
的
な
批
判
を

展
開
す
る
。
た
だ
、
覚
束
な
い
発
言
も
少
な
く
な
い
。
誤
読
も
あ
る
。

「
抜
け
て
出
よ
う
」
を
（
引
用
者
注
：
小
春
の
）
本
当
の
情
を
語
り
、
そ
こ
で
ハ
ッ

と
気
づ
い
て
、
グ
ッ
と
気
持
ち
を
抑
え
て
冷
静
に
二
度
目
の
「
抜
け
て
出
よ
う
」

を
語
る
の
が
、
自
然
と
三
味
絃
の
掛
け
声
の
間
に
合
致
し
て
い
る
。

　

武
智
曰
く
「
三
ツ
子
に
さ
え
わ
か
る
」
右
記
の
如
き
箇
所
す
ら
語
れ
て
い
な
い
と
い

う
。
し
か
し
な
が
ら
、小
春
が
「
抜
け
て
出
よ
う
」
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
の
「
本
読
み
」

は
誤
解
で
あ
る
（
音
盤
『
紙
治
』
で
は
第
五
面
）。
小
春
の
「
抜
け
て
出
よ
う
」
に
治
兵

衛
が
「
抜
け
て
出
よ
」
で
応
じ
た
と
読
む
の
が
、
素
直
な
本
文
解
釈
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
、
と
も
す
れ
ば
強
引
な
論
断
で
「
こ
の
人
情
の
機
微
に
ふ
れ
た
至
難
の
一

段
は
語
れ
な
い
」
と
斬
り
捨
て
、「
か
く
語
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
結
論
付
け
ら
れ
て

も
、「
か
く
語
ら
れ
た
」
浄
瑠
璃
の
姿
よ
り
、
よ
ほ
ど
評
者
の
お
気
に
は
召
さ
な
か
っ
た

ら
し
い
と
の
感
慨
ば
か
り
が
残
る
。
武
智
鉄
二
を
し
て
、
徹
底
的
に
叩
き
潰
さ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
三
代
津
太
夫
、
当
時
は
文
楽
座
紋
下
、
一
座
の
総
帥
で
あ
っ
た
。
三

代
津
太
夫
へ
の
罵
倒
は
、
当
時
の
文
楽
を
支
え
て
い
た
少
な
か
ら
ぬ
観
客
一
般
に
も
向

け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
演
の
記
憶
を
共
有
で
き
な
い
世
代
は
、
武
智

鉄
二
の
評
言
に
つ
い
て
、
そ
の
妥
当
性
の
認
証
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
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と
は
い
え
、
音
盤
『
紙
治
』
と
劇
評
「
津
太
夫
の
河
庄
」
に
は
、
二
十
年
近
く
の
隔

た
り
が
あ
る
。録
音
を
目
的
と
し
た
素
浄
瑠
璃
と
人
形
浄
瑠
璃
で
の
実
演
、条
件
も
違
う
。

単
純
に
「
津
太
夫
の
河
庄
」
の
発
言
の
一
々
を
音
盤
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
武
智
鉄
二
の

批
評
を
検
算
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

　

三
代
津
太
夫
の
生
前
、「
河
庄
」
の
評
判
は
悪
く
な
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
昭
和
以

前
の
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
Ｓ
Ｐ
、
要
す
る
に
旧
吹
込
み
（
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
録
音
）
の
音

質
は
総
じ
て
良
好
で
は
な
い
。
雑
音
が
多
く
、
相
当
に
聴
き
取
り
難
い
。
し
か
も
ニ
ッ

ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
は
、「
河
庄
」
冒
頭
の
四
分
の
一
程
が
収
録
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
は
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
「
河

庄
」
の
一
端
に
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
音
盤
な
の
だ
。
加
え
て
、
大
正
六
年
三
月
に

復
活
さ
れ
た
「
天
網
島
」、
そ
の
上
之
巻
の
一
部
を
当
事
者
が
再
現
し
た
演
奏
記
録
と
み

な
し
得
る
と
こ
ろ
に
も
、
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
の
存
在
価
値
は
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
拡
充
と
発
展
的
活
用

に
向
け
た
最
盛
期
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
作
品
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
レ
ー
ベ
ル
「
義
太
夫
／
紙
治
／
河
庄
の
段
」
の
標
記
に
よ
り
音
盤
の
表
題
を
『
紙

治
』。
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
。『
音
盤
目
録
Ⅰ
・
Ⅱ
』
参
照
。

（
2
）
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
『
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
レ
ー

ベ
ル
に
見
る
日
蓄
』
に
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
の
レ
ー
ベ
ル
を
掲
載
（
一
六
頁
）。

京
都
市
立
芸
術
大
学
も
所
蔵
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
3
）
文
楽
の
現
行
「
北
新
地
河
庄
の
段
」
に
は
、
浄
瑠
璃
正
本
（
七
行
本
）『
心
中
紙

屋
治
兵
衛
』
に
は
な
い
入
れ
言
が
、
さ
ら
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
現
行
の
「
紙
屋
内
」
は
、
前
半
（
口
ま
た
は
中
）
と
後
半
（
奥
ま
た
は
切
）
に

分
け
て
上
演
さ
れ
る
。
二
代
豊
竹
古
靱
太
夫
が
「
紙
屋
内
」
の
中
を
、
三
代
竹
本

越
路
太
夫
が
「
紙
屋
内
」
の
切
と
「
大
和
屋
」
を
語
っ
て
い
た
。
祐
田
善
雄
『
全

講
心
中
天
の
網
島
』
参
照
。

（
5
）
音
盤
の
発
売
年
月
は
、
主
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://78m

usic.jp 

に
拠
る
。

（
6
）
レ
ー
ベ
ル
「
義
太
夫
／
勧
進
帳
」
の
標
記
に
よ
り
音
盤
の
表
題
を
『
勧
進
帳
』。

東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
の
音
盤
は
五
枚
目
を
欠
く
。『
音
盤
目
録
Ⅰ
・
Ⅱ
』
参
照
。

（
7
）
現
物
未
確
認
。
国
立
国
会
図
書
館
「
歴
史
的
音
源
」
館
内
公
開
。
他
に
昭
和
館

が
所
蔵
。

（
8
）
現
物
未
確
認
。

（
9
）『
大
正
期
Ｓ
Ｐ
盤
レ
コ
ー
ド　

芸
能
・
歌
詞
・
こ
と
ば
全
記
録　

第
９
巻
』
所
収
。

（
10
）
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://78m

usic.jp 

に
拠
る
。

（
11
）
祐
田
善
雄
『
全
講
心
中
天
の
網
島
』
も
、
大
正
六
年
三
月
の
上
之
巻
に
は
言
及

が
な
い
。

（
12
）
孫
右
衛
門
が
小
春
宛
の
書
状
の
上
書
き
を
読
む
場
面
「
あ
ん
ど
う
に
て
う
は
が

き
を
見
れ
ば
」。
意
見
の
後
、
ど
の
時
点
で
孫
右
衛
門
が
河
庄
内
に
戻
っ
た
の
か
、

原
作
に
は
明
確
な
描
写
が
な
い
。

（
13
）
神
津
武
男
「『
時
雨
の
炬
燵
』
成
立
考
―
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
添
削
活
動
に
つ
い
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て
―
」。

（
14
）
祐
田
善
雄
『
全
講
心
中
天
の
網
島
』
参
照
。
た
だ
し
、
近
松
の
浄
瑠
璃
詞
章
と

対
校
し
て
い
る
の
は
、
八
代
竹
本
綱
太
夫
の
床
本

（
15
）
竹
本
綱
大
夫
『
で
ん
で
ん
虫
』、「
孫
右
衛
門
の
意
見
が
終
り
ま
す
と
、「
小
春
は

始
終
む
せ
か
へ
り
…
…
」
と
い
う
件
に
な
り
ま
す
。
さ
す
が
に
女
性
だ
け
あ
っ
て
、

甘
く
て
美
し
い
フ
シ
が
付
い
て
お
り
、
演
奏
者
も
観
客
も
ホ
ッ
と
一
息
つ
く
所
で

す
。
と
同
時
に
、
小
春
の
心
根
が
思
い
や
ら
れ
て
、
涙
ぐ
ま
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
」。

（
16
）
改
作
「
茶
屋
の
段
」
前
半
は
、
詞
章
の
約
七
割
が
原
作
の
流
用
。
全
文
を
原
作

に
復
し
て
も
、
流
用
し
て
い
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
節
付
け
で
対
応
で
き

た
で
あ
ろ
う
。
書
き
換
え（
置
き
換
え
）あ
る
い
は
削
除
さ
ら
れ
て
い
た
文
章
に
は
、

新
た
に
節
付
け
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
単
純
に
「
詞
」
や
「
色
」
で
対
処
で
き
そ

う
に
な
い
の
は
、
割
愛
さ
れ
て
い
た
「
さ
ん
上
ば
つ
か
ら
」（
冒
頭
の
騒
き
歌
）
や

「
て
ん
ご
う
念
仏
」
を
含
め
て
も
、全
体
の
二
割
程
度
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
17
）『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
〈
四
四
六
〉』
所
収
の
『
心
中
天
網
島
』
上
演
年
表
、

大
正
十
二
年
十
一
月
御
霊
文
楽
座
の
備
考
欄
に
疑
義
「
人
形
役
割
に
は
原
作
に
登

場
し
な
い
伝
海
坊
（
吉
田
玉
松
）
が
含
ま
れ
て
い
る
」。『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
で

の
伝
海
坊
は
、
上
之
巻
「
浮
瀬
の
段
」
と
下
之
巻
「
紙
屋
内
」
前
半
（
増
補
部
分
）

に
登
場
。
こ
の
時
の
「
天
網
島
」
は
「
河
内
屋
の
段
」
と
「
蜆
川
の
だ
ん
」
を
上
演
。

後
者
は
掛
合
で
の
「
大
和
屋
」
も
し
く
は
道
行
。「
河
内
屋
」
と
は
「
北
新
地
河
庄
」。

「
河
内
屋
の
段
」
が
原
作
で
は
な
く
、『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
の
「
茶
屋
の
段
」
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、伝
海
坊
に
出
番
は
な
い
。原
作「
北
新
地
河
庄
」前
半
に
登
場
す
る「
な

ま
い
だ
坊
主
」の
役
名
で
は
あ
る
ま
い
か
。
原
作
で
は
無
名
の「
青
道
心
」な
の
で
、

改
作
か
ら
の
逆
移
入
と
な
る
。

（
18
）
同
注
（
3
）。

（
19
）
レ
ー
ベ
ル
「
義
太
夫
／
心
中
天
網
島
／
新
地
茶
屋
の
段
」
の
標
記
に
よ
り
音
盤

の
表
題
を
『
心
中
天
網
島
』。
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
。『
音
盤
目
録
Ⅰ
・
Ⅱ
』
参
照
。

（
20
）Ｌ
Ｐ『
八
世
竹
本
綱
大
夫
大
全
集
』所
収
。
レ
コ
ー
ド
解
説（
倉
田
喜
弘
）に「
綱
・

弥
七
の
生
涯
に
お
け
る
最
高
傑
作
の
一
つ
」。
惜
し
い
こ
と
に
省
略
が
あ
る
（
同
解

説
で
も
指
摘
）。
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
紙
治
』
に
対
応
さ
せ
る
と
、
第
四
面
「
ほ
ん
に

色
外
に
」
か
ら
第
六
面
「
内
に
は
小
春
が
託
ち
泣
き
」
ま
で
の
七
分
程
。
他
に
『
紙

治
』
未
収
録
部
分
で
の
省
略
が
二
箇
所
（
合
せ
て
現
行
で
一
分
半
程
）。

（
21
）
本
稿
で
現
行
「
河
庄
」
の
規
準
と
し
て
詞
章
を
引
用
。
四
代
竹
本
越
路
太
夫
に

は
他
に
、
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
日
（
当
時
は
三
代
豊
竹
つ
ば
め
太
夫
）
の
放
送

用
収
録
と
思
わ
れ
る
録
音
（
Ｌ
Ｐ
『
義
太
夫
節
名
演
選
聚
』
所
収
）。
二
〇
〇
一
年

制
作
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル　

人
間
国
宝
ふ
た
り
』、
公
演
を
間
近
に
ひ
か
え
た
七

代
竹
本
住
太
夫
（
一
九
二
四
―
二
〇
一
八
）
が
、
現
役
を
退
い
て
い
た
四
代
越
路

太
夫
の
許
へ
稽
古
に
訪
ね
た
と
き
の
演
目
も
「
河
庄
」
で
あ
っ
た
。

（
22
）
五
代
竹
本
織
太
夫
（
後
に
九
代
竹
本
綱
太
夫
を
経
て
九
代
竹
本
源
太
夫　

一
九

三
二
―
二
〇
一
五
）
と
鶴
沢
清
治
（
一
九
四
五
―　

）
の
録
音
（
Ｌ
Ｐ
『
文
楽
近

松
門
左
衛
門
の
世
界
』
所
収
）
や
七
代
竹
本
住
太
夫
と
五
代
野
沢
錦
糸
（
一
九
五

七
―
）
の
録
音
（
Ｃ
Ｄ
『
心
中
天
網
島　

河
庄
の
段
』）
が
現
行
「
河
庄
」
で
、「
抜

殻
の
」「
焦
り
泣
き
」。

（
23
）『
武
智
鉄
二
全
集
第
三
巻
』
所
収
。

（
参
考
文
献
）

文
楽
協
会
編
『
義
太
夫
年
表　

大
正
篇
』
義
太
夫
年
表
大
正
篇
刊
行
会
（
一
九
七
〇
年

一
月
）

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
編
『
音
盤
目
録
Ⅰ
・
Ⅱ
』

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
（
一
九
九
九
年
三
月
）

倉
田
喜
弘
・
岡
田
則
夫
監
修
『
大
正
期
Ｓ
Ｐ
盤
レ
コ
ー
ド　

芸
能
・
歌
詞
・
こ
と
ば
全

記
録　

第
９
巻
』
大
空
社
（
一
九
九
七
年
四
月
）
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大
西
秀
紀
編
『
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
に
見
る
日
蓄
―
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
歴
史
―
』

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
一
年
三
月
）

祐
田
善
雄
『
全
講
心
中
天
の
網
島
』
至
文
堂
（
一
九
七
五
年
二
月
）

神
津
武
男
「『
時
雨
の
炬
燵
』
成
立
考
―
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
添
削
活
動
に
つ
い
て
―
」　

『
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
９
』（
二
〇
一
七
年
三
月
）

杉
山
其
日
庵
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
黒
白
発
行
所
（
一
九
二
六
年
十
一
月
）

鴻
池
幸
武
『
吉
田
栄
三
自
伝
』
相
模
書
房
（
一
九
三
八
年
十
一
月
）

竹
本
綱
大
夫
『
で
ん
で
ん
虫
』
布
井
書
房
（
一
九
六
四
年
六
月
）

竹
本
綱
大
夫
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』
布
井
書
房
（
一
九
六
六
年
五
月
）

渡
辺
保
『
昭
和
の
名
人　

豊
竹
山
城
少
掾
―
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
浄
瑠
璃
』
新
潮
社
（
一
九

九
三
年
九
月
）

『
武
智
鉄
二
全
集
第
三
巻　

定
本
・
武
智
歌
舞
伎
③
文
楽
舞
踊
』
三
一
書
房
（
一
九
七

九
年
八
月
）

『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
〈
四
四
六
〉
神
霊
矢
口
渡
・
夏
祭
浪
花
鑑
・
心
中
天
網
島
』

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
（
二
〇
〇
二
年
九
月
）

Ｌ
Ｐ
『
文
楽
近
松
門
左
衛
門
の
世
界
』
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
一
九
八
〇
年
八
月
）

Ｌ
Ｐ
『
義
太
夫
節
名
演
選
聚
』
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
（
一
九
八
〇
年
）

Ｌ
Ｐ
『
八
世
竹
本
綱
大
夫
大
全
集
』
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
（
一
九
八
一
年
二
月
）

Ｃ
Ｄ
『
心
中
天
の
網
島　

河
庄
の
段
』
和
楽
舎
（
二
〇
〇
七
年
）

飯
島　

満
（
東
京
文
化
財
研
究
所　

無
形
文
化
遺
産
部
）
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A Study on 78 RPM Record “Kami-Ji”
: Recording of “Kawasho” performed by TAKEMOTO Tsudayu III 

and TSURUZAWA Tomojiro VI

Ijima  Mitsuru

　　The 78 RPM three-disc record “Kami-Ji” released in 1922 or 1923 is a recording of “Kawasho” 

performed by TAKEMOTO Tsudayu III (1869-1941), a narrator of gidayu-bushi joruri, and 

TSURUZAWA Tomojiro VI (1874-1951), a shamisen-player of gidayu-bushi joruri. It is said to be one 

of their best recordings. 

　　“Kawasho (the Kawasho Teahouse)” is the first scene of “Shinju Ten no Amijima (The Love 

Suicides at Amijima),” written by CHIKAMATSU Monzaemon and premiered in 1720. In the record, 

Tsudayu III and Tomojiro VI play about a quarter of the second half of “Kawasho” (about 18 

minutes of recording time). The title of the record comes from the main character, Kamiya Jihei. 

　　The current version of “Kawasho” is based on a libretto partially adapted by CHIKAMATSU 

Hanji in 1778. However, since it is said that Tsudayu III and Tomojiro VI performed “Kawasho” 

using the original script by CHIKAMATSU Monzaemon in 1917 rather than the adaptation script 

that was already common at that time, the record is likely a reproduction of their 1917 version. 

　　Today, there is no one to perform the original libretto “Kawasho” anymore. Nor has sufficient 

research been conducted of the 1917 version. This record is not only excellent in terms of 

performance content, but it is also valuable as a recorded material.


